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１． はじめに 
 

（１）特許検索ガイドブックとは 

 
特許文献は、最先端の技術情報です。企業、大学などの研究者にとって、技術知識

の習得、重複研究の排除のために有用であり、また知的財産担当者が権利化可能性の

調査を行うために不可欠なものとなっています。更に研究戦略や知財戦略の構築のた

めにも役立つ情報であるといわれています。 

現在、公開公報等の特許文献は我が国だけでも４０００万件以上あります。しかも、

これらの特許文献の数は増加の一途をたどっています。 
今後は、有用な特許情報に如何に効率的にアクセスするかが、研究者や知的財産担

当者にとっての重要な課題となってくると考えられます。 

 それでは、これらの膨大な特許文献の集合を前にして、有用な特許情報に的確かつ

効率的にアクセスするためにはどうしたらいいのでしょうか。 
 一言で言えば 
「何を探すかを明確に把握し、最も適した検索キーを用いること」 
 に尽きると思います。つまり、膨大な特許文献の集合の中から、的確にしかも効率

的に必要とする先行技術を発見するためには、ただ漠然と同じような文献を探すので

はなく、何を探すかを明確に把握し（つまり目的意識を持って）、その探すポイントに

最も適した検索キーを使い分けることが必要になるということです。 
 特許庁の審査官が主に用いる検索キーとしては、ＩＰＣ、ＦＩ、Ｆターム等1が挙げ

られますが、これらの検索キーの情報は容易に入手することができます。 
 しかし、実際の検索方法を見てみると、多くの利用者がキーワードを用いた検索に

頼っているのが現実のようです。 
 キーワード検索は、単語を直接入力する方法なので検索する方にとって分かりやす

い反面、用語が必ずしも統一されていない特許文献の中から必要な情報を的確かつ効

率的に発見するという観点から見れば、必ずしも効果的とは言えません。 
Ｆタームは、一定の技術範囲を種々の技術的観点から多観点で区分したものであり、

例えば、目的、用途、構造、材料、製法、処理操作方法、制御手段などの多数の技術

的観点から技術を区分したタームリストに基づいて、各特許文献ごとにその技術的特

徴を示すＦタームが付与されています。又、ＦＩは、ＩＰＣをさらに細展開したもの

です。ＦタームやＦＩは、技術の特徴から絞り込むための検索キーであり、特許文献

を検索する際には、キーワードよりも、ＦタームやＦＩの方が検索キーとして適切な

                                            
1 使用される主な用語欄を参照。 

 



 

場合もかなり多いものです。そのため、先行技術調査を的確かつ効率的に行うために

は、ＦタームやＦＩ等の検索キーについての知識と理解が必須となるといえます。 
 この「特許検索ガイドブック」は、特許庁の審査官が、実際に先行技術調査を行っ

た経験に基づいて作成しており、ＩＰＣ、ＦＩ、Ｆターム等の検索キーに関する知識

をお持ちである方が利用する前提で説明されています。これらをあまりご存じでない

方は、まずＩＰＣ、ＦＩ、Ｆターム等に関するテキスト等をお読みになることをお勧

めします。そのあとで、この特許検索ガイドブックを読めば、ＦタームやＦＩ等の検

索キーについての知識や理解をさらに深めるために役立つ情報が詰まっていることが

ご理解いただけるものと思います。 
 
 

（２）先行技術文献調査を行う前に 

 ａ．検索ポイントの把握と変更 

 
 効果的に先行技術文献を探すためには、まず、「何を探すか」を明確に把握する必要

があります。 
 例えば、ある出願に対する先行技術文献を調査する場合、その出願の特許請求の範

囲の記載だけではなく、発明の詳細な説明の記載や図面等も確認したうえでその出願

のポイントを把握し、「何を探すか」を総合的に判断することが必要となりますし、自

身の発明やアイディアに対する先行技術文献を調査する場合、自身の発明やアイディ

アのポイントをきちんと把握することが必要となること等が挙げられます。 
 また、「何を探すか」の「何」をあまり限定しすぎず、調査結果に応じて検索キーを

変更することや、探すポイントを変更することも重要です。 
 まず、検索キーの変更ですが、例えばキーワードによる検索で先行技術文献が発見

できなかった場合、ＦタームやＦＩ等を用いた検索を行うと発見できる場合がありま

すので、検索キーの選択は非常に重要になります。そして、最初にどの検索キーを用

いるかは、探すポイントに応じて選択することとなります。 
 次いで探すポイントの変更ですが、特許法には「進歩性」という考え方があり、「発

明の属する技術の分野における通常の知識を有する者（一般に「当業者」といいます）

が、容易に発明をすることができた発明」は、特許にはならないという規定がありま

す。このことは、先行技術文献を調査する場合、ある発明と同じ発明を探すだけでは

先行技術文献調査としては不十分であることを意味します。 
たとえば「Ａ」というポイントを探して発見できなかった場合、そこで検索を終了

するのではなく、「Ａ」は「ＢとＣとの組み合わせでもできる」と判断した場合、「Ｂ」

または「Ｃ」を検索することが必要になるということです。また、その組み合わせの

パターンも数種類考えられる場合があり、それに応じて検索するポイントを変更して

 



 

いくことになります。 
このように、先行技術文献調査は、適切な検索キーを選択し必要に応じて変更する

こと、「進歩性」を考慮に入れつつ「何を探すか」を決め、そしてそれを臨機応変に変

更することがきわめて重要なポイントとなります。 
 

ｂ．検索キーについての知識と理解、検索式の決定 

 
 検索キーとしては、ＩＰＣ、ＦＩ、Ｆターム、キーワード等があり、これらの検索

キーの構造・特徴を良く理解した上で、探したい発明等に応じてこれらの検索キーを

使い分けることが必要になります。 
 また、どの技術分野を検索するのかも重要なポイントです。検索する技術分野の決

定には上述の「何を探すか」の決定が密接に関連してきます。探すポイントによって

は、検索すべき範囲が特定の技術分野に限定されないことがあるからです。 
 技術分野を決定した後は検索式を構築することになります。そして、その検索結果

に応じて、上記ａ．で述べた考え方を利用して検索式の変更や、検索する技術分野の

変更等を行うことになります。 
 

ｃ．説明会テキスト等の利用 

 
 特許庁では、特許庁ホームページ（http://www.jpo.go.jp/indexj.htm）において、各

種説明会や講演会で用いられたテキスト等を公開していますので、必要に応じてご活

用下さい。 
 

（３）使用される主な用語 

 
 以下、特許検索ガイドブック中によく出てくる用語を簡単に紹介します。詳しい説

明は割愛しますが、検索を効果的に行うためにも、他のテキスト等を利用して検索キー

については良く理解するようにして下さい。 
 
 ＩＰＣ：世界５０か国以上で共通に使用されている国際特許分類（International 

Patent Classification）。１９７１年に作成された「国際特許分類に関するスト

ラスブール協定」に基づいて作成され、同協定の加盟国で利用されている。日

本では１９８０年からＩＰＣを採用している。 
  
ＦＩ：ＩＰＣをさらに展開するために、展開記号、分冊識別記号をＩＰＣに付加し

 



 

たもの。特許審査における先行技術のサーチを効率的に行うことを目的として

付与されており、国内でのみ使用される。展開記号は、ＩＰＣの最小単位であ

るグループを更に細かく展開するために用いる記号で、原則として１０１より

始まる３桁の数字が使用される。分冊識別記号は、ＩＰＣまたは展開記号をさ

らに細かく展開するために用いる記号で、「Ｉ」、「Ｏ」を除くＡ～Ｚのアル

ファベット１文字が使用される。 
 
 Ｆターム：特許審査の先行技術文献サーチを迅速に行うための機械検索用に特許庁

が開発した技術項目。一ないし複数のＦＩが付与された文献を、種々の技術的

観点から多観点で区分してあることが特徴。目的、用途、構造、材料、製法、

処理操作方法、制御手段などの多数の技術的観点から技術を分類したタームリ

ストに基づいて各文献ごとにＦタームを付与することにより、関連先行技術を

絞り込むことを目指している。テーマコードとは、英数字５桁からなり、ＦＩ

を所定の技術分野ごとに括ったＦタームでの検索範囲となる技術単位のこと。 
 
 ＥＣＬＡ：欧州特許庁（ＥＰＯ）において用いられている、ＩＰＣを細かく展開し

た独自の特許分類。European Patent Classification。 
 
 ＵＳＣ：米国特許商標庁（ＵＳＰＴＯ）において用いられている独自の特許分類。 
 
ＪＯＩＳ®：独立行政法人科学技術振興機構（ＪＳＴ）が提供する、科学技術に関

する情報を収録した情報提供サービス。JST Online Information System。 
 
ＤＷＰＩ：トムソンサイエンティフィックが提供する世界４０カ国相当の特許情報

を収録したデータベース。Derwent World Patent Index®。 
 
ＳＴＮ®：化学構造や化学反応、特許文献の検索に強みを持ち、豊富な科学技術情

報を収録した情報提供サービス。The Scientific and Technical Information 
Network。 
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クレーン 

人体への媒体導出入付与装置（カテーテル等） 

いす、自動車等の座席、及び、それらの付属品 

化粧料 

ポリオレフィン 

押出成形 

小型スピーカ技術 

高記録密度ハードディスク装置 

 

平成１９年３月公開の技術分野一覧 

半導体装置の試験 

機械部品の試験 

自動焦点調節 

液晶素子 

ユニットバス 

筆記具 

自動倉庫 

自動取引装置 

手術用機器及び手術用具 

補助動力付き自転車 

タイヤ構造 

ポリアミド 

粉末治金 

金属の精製・精錬 

医療用製剤（不活性成分・形態） 

ストレージ制御 

無線ＩＣタグ 
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インクジェット記録方法及びその記録媒体 

絶縁耐力、破壊電圧試験 

印刷物 

エレベータ 

エアバッグ 

金銭登録機・受付機（ＰＯＳ・キャッシュレジスタ） 

生体物質含有医薬 

無電解めっき 

製紙技術 

オレフィン重合触媒 

ケーブル・絶縁導体 

カラー画像通信方式 

文書作成技術 
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レーザー一般 

光学分析技術 

電子ゲーム 

ハイブリッド自動車 

マニプレータ 

調理機器 

遺伝子工学 

固体廃棄物の処理 

燃料電池 

デジタル記録担体及び周辺機器 

光学的記録担体及びその製造 

電話機の回路等 

 

 

 



 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 本 編 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
１．技術の基礎                             

 
（１） 技術動向の概要 

 

本技術分野に含まれる代表的な波形表示装置の概要と技術動向を以下に示します。 

 

 （アナログ）オシロスコープ（oscilloscope）は、電圧の時間的な変化を目で見るた
めの計測器です。オシロスコープの基本原理は、次のようになっています。電子銃か

ら発せられた電子ビームが、垂直偏向板及び水平偏向板を通過してブラウン管の蛍光

体スクリーンに衝突し、その点を発光させます。ここで、垂直偏向板に観測対象の電

圧を、水平偏向板に時間軸信号としてのこぎり歯電圧（三角波電圧）を加えると、ス

クリーン上の発光点が、観測対象の電圧に応じて垂直方向に上下するとともに、時間

の変化と共に左から右へ移動します。 

 電流、インピーダンス、速度、温度、流量、時間等の物理量も電圧に変換すればオ

シロスコープで観察可能ですので、現在は、エレクトロニクスばかりでなく、物理、

化学、医学、機械、自動車、造船、航空機など広い分野でなくてはならない測定器と

して活躍しています。 

 
 デジタルオシロスコープ (digital oscilloscope) は、観測対象の電圧を時刻とともにデジタ
ル化してメモリに記録し、多くは、横軸に時刻、縦軸に観測対象の電圧をとり、メモリに記

録された信号の時間変化を画面に表示するものです。高速で作動するマイクロプロセッサ、

大容量のメモリ素子、高速Ａ／Ｄ変換器がデジタルオシロスコープに不可欠であり、１９６

８年頃に米国で誕生したデジタルオシロスコープは、半導体産業の急速な進歩に伴い、１９

８０年代に入ってからは従来のアナログオシロスコープをしのぐ発展を続けています。 
 最近は、記録メモリの容量を増やして波形データを細かく大量に長時間保存させ、蓄積管

を使ったアナログストレージオシロスコープの様に繰り返し信号だけではなく単発信号、突

発的な現象、雑音などのような不規則信号を観測できるデジタルストレージオシロスコープ 
(digital storage oscilloscope：DSO) が主流となってきており、デジタルオシロスコープと
いえばこのデジタルストレージオシロスコープのことを指すようになってきています。 
 
 ロジックアナライザ (logic analyzer) とは、多チャンネルで入力された論理データの時間
変化をメモリに記憶させ、これを表示装置（液晶、ＣＲＴ等）に表示するものです。但し、

Ａ／Ｄ変換の方法が、ＨとＬの二つの値なので、表示装置に表示される波形は、通常のオシ

ロスコープで表示される波形とは異なったものとなります。 
 
 



 シンクロスコープ (synchroscope) とは、強制同期方式のオシロスコープがパルス波形を
観測できないことに鑑み、トリガ方式を採用してパルス波形の測定に便利なように新しく設

計したオシロスコープを意味することもあります。しかし、シンクロスコープという名称は

我が国独自の単なるニックネームにすぎず、その定義も人によってまちまちとなっています。

また、欧米では、これらも含めて全てオシロスコープの名称で統一されています。 
 
 
（２）本テーマの技術内容を把握するために一読が勧められる非特許文献の一覧 

 

書名 著者 出版社 

シンクロスコープ技術－使い方と波形観測法－ 長谷川英一 オーム社 

ディジタルオシロスコープ入門 古市善教 オーム社 

波形観測－オシロスコープ・テクニック・ガイド－ ソニー・テクトロニクス編 ラジオ技術社 

シンクロスコープ（新訂版） 関英男 日刊工業新聞社 

 

 

 



２．先行技術文献調査を効果的に行うための基礎知識             

 

（１）． 本作成分野の技術について   

   

テーマ：     

２Ｇ０２７…Ｇ０１Ｒ１３／００－１３／４２（電気的変量または波形の表示装置）

   

概 要：     

「Arrangements for displaying electric variables or waveformes」というＩＰＣの原
文をみればわかるように、「電気的変量または波形の表示装置」における「表示」は、

「波形」だけでなく「電気的変量」も受けており、「電気的変量または波形の表示装置」

とは、「電気的変量の表示装置または波形の表示装置」を意味します。よって、電気的

変量自体（電気的変量を測定する旨の記載はあるが、電気的変量を表示する旨の記載

は無いもの）には、本作成分野のＦＩを付与しません。但し、波形測定器（波形表示

装置ではない）については、副分類を付与します。 

 
  
    

（２）． 包含される技術の具体例 
   

  (アナログ)オシロスコープ、 

  デジタルオシロスコープ、 

  ロジックアナライザ等の 

     ・カーソル 

     ・時間軸偏向回路 

     ・波形の輝度 

     ・最大値、最小値 

     ・拡大、縮小 

     ・トリガ 

     ・レンジ切替え 

     ・シーケンシャルサンプリング、ランダムサンプリング 

     ・サンプリング、Ａ／Ｄ変換 

     ・波形データのメモリへの書き込み、読み出し 

     ・文字の表示 

     ・プローブ、フード、つまみ、ケース等外観 

 

（３）． 本作成分野の分類付与の考え方   

 

・本作成分野はＦＩが非常に多い（約１４０）上に、ＦＩの上下の階層構造が非常

に入り組んでいます。そのため、分類付与にあたっては、付与しようとするＦＩが

どのＦＩの下位にあるかという階層構造を十分把握した上で付与する必要があり

ます。 

・本作成分野の技術は複数の特徴を持つ技術が多いですが、一方で、本作成分野は

ＦＩが非常に多いもののＦタームが存在しません。そこで、複数の特徴を持つ技術

 



に対してそれぞれの特徴に対応するＦＩを付与します。 

 

（４）基本的サーチ戦略 

 

１．原則 

 本テーマ（２Ｇ０２７）はＦＩテーマですのでＦタームは存在しないので、ＦＩ、

フリーワード、フルテキスト検索（全庁検索）を用いて検索を行うこととなります。 
 
①ＦＩは構成のポイント毎に細分化されているので、発明のポイントに的確に対応

したＦＩが存在する場合は、そのＦＩをまず調査するのが有効です。その際は、類

似のＦＩがあちこちに散らばっていることやＦＩの階層構造に十分注意して漏れ

のないサーチを行います。なお、本テーマは接受件数がかなり少ない（年５０～１

００件程度）にもかかわらず、ＦＩの数が非常に多い（約１４０）ので、本テーマ

ではＦＩサーチが有効です。 
 
②又、発明のポイントに的確に対応したＦＩが存在しないが、発明のポイントを的

確に表すキーワードが存在する場合には、そのキーワード及びそのキーワードの同

意語を用いてフルテキスト検索及びフリーワード検索を行うのが有効です。本テー

マには、最大値・最小値、拡大・縮小、カーソル、レンジ、トリガ、プローブ、減

光、等、構成の特徴を的確に表すキーワードが存在する場合があるので、このよう

な場合には、特に有効です。但し、その構成の特徴を有していてもサーチ対象の明

細書中でそのキーワードを用いていないために、フルテキスト検索でサーチしても

ヒットしない場合があるので、注意を要します。 
 
③時間の許す限り、①及び②の両方の観点からサーチを行い、漏れのないサーチに

努めます。 

 

２．外国文献・非特許文献サーチ 

 ＰＣＴの国際調査報告書の分析によれば、外国特許文献のサーチの必要性は少な

いと思われます。 

 本テーマは応用分野であって学術的に新規な技術は少ないこと、異議の証拠とし

て学術論文が提示されることがほとんどないことを鑑みれば、非特許文献のうち、

学術論文のサーチの必要性は低いと思われます。 

 非特許文献のうち、オシロスコープ等のマニュアルやカタログについてはサーチ

が必要であり、最近は電子化されて公開されているものもあることから、サーチが

可能になってきていると思われます。 

 

３．出願人名検索・発明者名検索 

 本テーマは、横河電機、日立、テクトロニクス、岩崎通信機、日本電気、松下電

器産業、日置電機、三菱電機、ヒューレット・パッカードの９社（注）による出願

が極めて多く、全出願件数の４割強を占めています。そして、系統だった類似技術

を数年に渡って同一企業が出願することも珍しくないので、出願人名検索や発明者

名検索（フルテキスト検索におけるタグ「／ＡＰ」、「／ＩＮ」を利用）が有効な場

合もあります。 

 

 



  注：ここでいう９社は、正式会社数ではなくグループとして捉えて下さい。 
    企業名で言えば、例えばテクトロニクスの場合、テクトロニクス・インコー 
    ポレイテッド、ソニー・テクトロニクス、日本テクトロニクスの３社、 
    ヒューレット・パッカードの場合はヒューレット・パッカード・カンパニー、 
    横河・ヒューレット・パッカード、日本ヒューレット・パッカード、アジ 
    レントテクノロジー・インクの４社です。 

 



３．検索式作成のテクニック

　

【分野毎のサーチ範囲一覧】

2G027

G01R13/00

ＦＩ 検索対象の技術事項 ＦＩ Ｆターム テキスト ECLA DWPI STN JOIS

G01R13/00-13/42 電気的変量又は波形の表示装置 ◎ × ○ △ △

（１）使用する主なサーチツール

・本テーマの技術は、応用分野であり、学術的に新規な要素は少なく、学術論文
等非特許文献を対象としたJOISで検索を行う必要性は少ない。

　　１．ここでは、検索にどのサーチツールを用いるかを重みを付けてＦＩごとに記載し
　　　　ています。
　　２．重み付けの順序は、◎、○、△、無印となります。
　　　　（無印はサーチ不要という意味ではありません。×は出来ないことを示します。）
　　３．なお、ここで述べた有効性、必要性は一般論であり、サーチのポイントに応じ
　　　　て異なる事に注意してください。



ＦＩ 検索対象の技術事項 ﾃｰﾏｺｰﾄﾞ ＦＩ

G01R 13/00
電気的変量または波形の
表示装置

G01R 13/00@A 液晶を用いた表示 2F041
G01D7/00,301A
～D

G01R 13/00@B
マトリックスパネル，発光
素子，光を用いた表示

G01R 13/00@Z その他のもの

G01R 13/02
デジタル形で測定された
電気的変量を表示するた
めのもの

G01R 13/04
永久的に記録するための
もの

2F070
G01D9/00～
9/42

G01R 13/04@A メモリへの記録

G01R 13/04@B
放電，溶断による記録；
サージの記録

G01R 13/04@C
基準振幅，目盛の記録；
レンジ切替え；記録命令
信号の発生

G01R 13/04@D 計量値の記録
G01R 13/04@Z その他のもの

G01R 13/06

過渡じょう乱を記録するた
めの変更，例．記録媒体
を発進または加速するこ
とによるもの

G01R 13/08
機械的に直接書く方法を
もつ電気機械的記録方式

G01R 13/10

ストロークの長さまたは点
の位置により変数を表示
する間欠的記録をもつも
の

G01R 13/12
化学的記録，例．クライド
ノグラフ（１３／１４が優
先）

G01R 13/14 感光性材料に記録
G01R 13/16 磁気材料に記録
G01R 13/18 境界の変位を使用するもの

H01J31/00～
31/06

H01J31/10～
31/24

5C081 G09G1/26
5C037 H01J31/08C

G01R 13/20@E 目盛板 5C036 H01J29/34D

蓄積管

常設されたマークまたは指示を備えた目盛付
陰極線管

蓄積管一般
G01R 13/20@B

G01R 13/20

測定値の記録一般

液晶を用いた指示

　　　関　連　先　の　分　野

技術内容

（２）関連分野

本　作　成　分　野

蓄積管を用いたもの

陰極線オッシロスコープ 5C036 陰極線管

※　ここでは、必要に応じてサーチを行う事が多い、本作成分野と関連が深い分野に
　  ついて述べています。
　　 ただし、サーチを行う分野はサーチのポイントによって変わる事に注意してください。



ＦＩ 検索対象の技術事項 ﾃｰﾏｺｰﾄﾞ ＦＩ

　　　関　連　先　の　分　野

技術内容

本　作　成　分　野

2G011 G01R1/06
2G003 G01R31/26J
2G132
(2G032)

G01R 13/20@G フ―ド，つまみ，スイッチ 4E360 H05K5/03A,B
G01R 13/20@H 陰極線管の構造；支持装置

G01R 13/20@J 波形の撮影，記録 2F070 G01D9/00
G01R 13/20@K 超高周波オシロスコープ

G01R 13/20@L メモリオシロスコープ 5C082
G09G5/36,510～
520

G01R 13/20@M
メモリの書込制御，書込ク
ロック周期の切替え，Ａ‐Ｄ
変換器

5J022 H03M1/12

G01R13/20S
G01R13/28C
G01R13/28H
G01R13/28L
G01R13/28P
G01R13/30G
G01R13/32
G01R13/32D
G01R13/32E

G01R13/32G

G01R13/32H
G01R13/32K
G01R13/32L

G01R13/32M

G01R 13/20@P
書込信号処理回路；レン
ジ切替回路，オフセット補
償，雑音除去；校正

G01R 13/20@Q
サンプリング期間の最大
値，最小値を記憶するも
の

G01R 13/20@R
メモリからの読出制御；表
示回路；表示メモリを有す
るもの

5C082 G09G5/08
2G027 G01R13/20N
2G027 G01R13/28C
2G027 G01R13/28H
2G027 G01R13/28L
2G027 G01R13/28P
2G027 G01R13/30G
2G027 G01R13/32
2G027 G01R13/32D
2G027 G01R13/32E

2G027 G01R13/32G

2G027 G01R13/32H
2G027 G01R13/32K
2G027 G01R13/32L

2G027 G01R13/32M

グラフィックパターンの表示

A/D変換

トリガー回路

測定用探針

電気装置のための箱体のカバー、蓋

測定値の記録

トリガレベル

カーソル回路
トリガ回路、プリトリガ回路
トリガ回路

トリガ点
トリガレベルマークの表示

電源信号によるトリガ

トリガ極性の切替え；トリガ信号源の切替え；
両極性でのトリガ検出

トリガホールドオフ回路；単掃引トリガ回路

トリガー回路

G01R 13/20@N

パルス周期パターンによるトリガ；複数の信号
の組合せによるトリガ

トリガ回路

トリガ極性の切替え；トリガ信号源の切替え；
両極性でのトリガ検出

トリガ回路
オートトリガ回路；トリガレベルの自動調整

トリガ回路
トリガ点

トリガ信号の表示

プリトリガ回路；トリガ信号の処理回路

トリガ回路，プリトリガ回
路，書込信号の遅延回
路，ジッタの除去

2G027

電源信号によるトリガ

トリガホールドオフ回路；単掃引トリガ回路
プリトリガ回路；トリガ信号の処理回路

パルス周期パターンによるトリガ；複数の信号
の組合せによるトリガ

トリガレベルマークの表示

トリガ信号の表示
トリガ回路

トリガ回路
オートトリガ回路；トリガレベルの自動調整

G01R 13/20@S

マーカ，カーソル，時間，ト
リガレベル，零レベル，番
地の表示；時間間隔測
定，電圧測定を行うもの

G01R 13/20@F プローブ
G01R31/28K プローブ

プローブ等の接触具



ＦＩ 検索対象の技術事項 ﾃｰﾏｺｰﾄﾞ ＦＩ

　　　関　連　先　の　分　野

技術内容

本　作　成　分　野

G01R 13/20@T

表示波形の連続化；表示
位置の調整；基準波形の
表示，基準波形との偏差
の検出

5C082 G09G5/38

5C082
G09G5/36,520
E,F,G

5B069 G06F3/14,340A
5B069 G06F3/14,350C
5B087 G06F3/037,320
5C081 G09G1/16
5C082 G09G5/18
2G027 G01R13/22P
2G027 G01R13/28F
2G027 G01R13/28T

G01R 13/20@W
水平軸信号，輝度信号を
も記憶するもの；Ｘ‐Ｙ表示
を行うもの

5C082 G09G5/10

G01R 13/20@X

多現象の記憶，複数のメ
モリを有するもの；記憶回
路の構成に特徴を有する
もの

G01R 13/20@Y

アナログメモリ，ＢＢＤ，シ
フトレジスタを用いたもの；
遅延回路により循環記憶
するものの

G01R 13/20@Z その他のもの
G01R 13/22 そのための回路 Ｈ０３Ｋ３／００

G01R 13/22@B
収差調節回路，回転誤差
修正回路，フォーカス調整
回路，偏向歪補正回路

G01R 13/22@C 垂直軸回路
G01R 13/22@D 垂直軸増幅器

G01R 13/22@E
減衰器；ゲインの切替え；
レンジの自動切替え

G01R 13/22@F ドリフト補償，オフセット補償

G01R 13/22@G
交流結合と直流結合の切
替え；帯域幅の制限，切
替え；入力回路

G01R 13/22@H
遅延回路，極性反転回
路；校正

G01R 13/22@J

プログラマブルオシロス
コープ；表示モード，レンジ
等の選択及び選択値の表
示

G01R 13/22@K
表示信号レベルの測定，
表示；表示スポット位置の
測定

G01R 13/22@L 文字の表示 5C082 G09G5/22

G01R 13/22@M
電源回路，ヒータ部，偏向
板駆動回路；カラーオシロ
スコープ；フォギング；校正

G01R 13/22@N
ベクトルスコープ，Ｘ‐Ｙ表
示，極座標表示，棒グラフ
表示，立体表示

ラスタスキャン型ＣＲＴ

輝度回路

マルチジョブ表示

ラスタ掃引による波形表示
ラスタ掃引による多現象表示
ラスタスキャンにより表示するもの

テレビジョン型ラスタスキャン
ラスタ走査ディスプレィ用のタイミング

パルス，例．鋸歯状波，の発生

G01R 13/20@V
ラスタ掃引，テレビ受像機
による表示；記録器を有す
るもの；掃引回路

対話
G01R 13/20@U

拡大表示，圧縮表示，
オーバースケールの表示

変倍、拡大、縮小

表示位置を制御

文字コードメモリを有するもの等



ＦＩ 検索対象の技術事項 ﾃｰﾏｺｰﾄﾞ ＦＩ

　　　関　連　先　の　分　野

技術内容

本　作　成　分　野

2G027 G01R13/20V
2G027 G01R13/28F
2G027 G01R13/28T

G01R 13/22@Q
テレビ受像機を用いたオ
シロスコープ

G01R 13/22@Z その他のもの
5C081 G09G1/04
5C042 H01J29/70
2G027 G01R13/22B
2G027 G01R13/22M

G01R 13/24@A 鋸歯状波発生回路

G01R 13/24@B
掃引ゲート回路，ホールド
オフ回路

G01R 13/24@C 掃引信号増幅器

G01R 13/24@D
オート掃引回路，単掃引
回路

G01R 13/24@E 掃引レンジの自動切替え

G01R 13/24@F
掃引レンジの切替え，掃
引速度の表示，校正

G01R 13/24@G ジッタの除去
G01R 13/24@Z その他のもの

G01R 13/26
電子ビームの強さを制御
するための回路

Ｈ０１Ｊ２９／９８

G01R 13/26@A 輝度変調回路

G01R 13/26@B
ブランキング回路，アンブ
ランキング回路

5C002 H01J37/22,502E

5C026 H04N5/57

G01R 13/26@D
掃引時間切替えによる輝
度変動の補正

G01R 13/26@E
蛍光面の焼損防止，明る
さの表示

5C081 G09G1/00M

G01R 13/26@Z その他のもの

G01R 13/28
２以上の変数の同時また
は連続的表示のための回
路

G01R 13/28@A 多現象オシロスコープ
G01R 13/28@B 多現象の切替え回路

2G027 G01R13/20N
2G027 G01R13/20S
2G027 G01R13/28H
2G027 G01R13/28L
2G027 G01R13/28P
2G027 G01R13/30G
2G027 G01R13/32
2G027 G01R13/32D
2G027 G01R13/32E

2G027 G01R13/32G

2G027 G01R13/32H
2G027 G01R13/32K
2G027 G01R13/32L

2G027 G01R13/32M

偏向回路

偏向板駆動回路

電子線またはビームを偏向する装置
偏向歪補正回路

輝度調整

トリガ信号の表示

トリガホールドオフ回路；単掃引トリガ回路

トリガ回路
オートトリガ回路；トリガレベルの自動調整

トリガ極性の切替え；トリガ信号源の切替え；
両極性でのトリガ検出

電源信号によるトリガ

蛍光体の焼損防止

トリガ回路

輝度

テレビジョン受信機のコントラストまたは輝度
の調整

G01R 13/22@P
ラスタ掃引による波形表
示

G01R 13/26@C
輝度差の調整，輝度の均
一化，周囲光による輝度
の調整

G01R 13/24 時間軸偏向回路

ラスタ掃引

トリガレベル
トリガ回路、プリトリガ回路

ラスタ掃引による多現象表示
ラスタスキャンにより表示するもの

G01R 13/28@C
トリガ回路，掃引回路，ブ
ランキング回路

トリガ点
トリガレベルマークの表示

パルス周期パターンによるトリガ；複数の信号
の組合せによるトリガ

トリガー回路

プリトリガ回路；トリガ信号の処理回路



ＦＩ 検索対象の技術事項 ﾃｰﾏｺｰﾄﾞ ＦＩ

　　　関　連　先　の　分　野

技術内容

本　作　成　分　野

G01R 13/28@D
多現象の信号位置調整，
表示順位の変更

G01R 13/28@E 多現象のチャンネルの識別

2G027 G01R13/20V

2G027 G01R13/22P

2G027 G01R13/28T

G01R 13/28@G
時間軸方向への多現象の
時分割表示

2G027 G01R13/20N
2G027 G01R13/20S
2G027 G01R13/28C
2G027 G01R13/28L
2G027 G01R13/28P
2G027 G01R13/30G
2G027 G01R13/32
2G027 G01R13/32D
2G027 G01R13/32E

2G027 G01R13/32G

2G027 G01R13/32H
2G027 G01R13/32K
2G027 G01R13/32L

2G027 G01R13/32M

G01R 13/28@J ロジックアナライザ 5B048 G06F11/22,320B

G01R 13/28@K
プローブ；プローブの識
別；遅延回路；入力信号の
波形変換回路

2G027 G01R13/20N
2G027 G01R13/20S
2G027 G01R13/28C
2G027 G01R13/28H
2G027 G01R13/28P
2G027 G01R13/30G
2G027 G01R13/32
2G027 G01R13/32D
2G027 G01R13/32E

2G027 G01R13/32G

2G027 G01R13/32H
2G027 G01R13/32K
2G027 G01R13/32L

2G027 G01R13/32M

G01R 13/28@M グリッチの検出

G01R 13/28@N

細部の観測；サンプルク
ロックの切替え；無効デー
タ，時間データの記憶；波
形変化時のみの記憶

ラスタ掃引

ラスタ掃引による波形表示

ラスタスキャンにより表示するもの

ロジックアナライザを用いた試験装置

プリトリガ回路；トリガ信号の処理回路
電源信号によるトリガ

パルス周期パターンによるトリガ；複数の信号
の組合せによるトリガ

オートトリガ回路；トリガレベルの自動調整

トリガ極性の切替え；トリガ信号源の切替え；
両極性でのトリガ検出

トリガホールドオフ回路；単掃引トリガ回路

G01R 13/28@F

１チャンネルオシロスコー
プの多現象表示の為の補
助回路，ラスタ掃引による
多現象表示

トリガ点
トリガレベルマークの表示
トリガー回路
トリガ回路

電源信号によるトリガ

パルス周期パターンによるトリガ；複数の信号
の組合せによるトリガ

オートトリガ回路；トリガレベルの自動調整

トリガ極性の切替え；トリガ信号源の切替え；
両極性でのトリガ検出

トリガホールドオフ回路；単掃引トリガ回路
プリトリガ回路；トリガ信号の処理回路

G01R 13/28@L トリガ回路

トリガー回路
トリガ回路

トリガ回路、プリトリガ回路
トリガレベル
トリガ回路
トリガ回路

G01R 13/28@H
トリガ信号の表示；Ｘ‐Ｙ表
示，加算表示，減算表示
をも行うもの

トリガ信号の表示

トリガ回路、プリトリガ回路
トリガレベル
トリガ回路

トリガ点
トリガレベルマークの表示



ＦＩ 検索対象の技術事項 ﾃｰﾏｺｰﾄﾞ ＦＩ

　　　関　連　先　の　分　野

技術内容

本　作　成　分　野

2G027 G01R13/20N
2G027 G01R13/20S
2G027 G01R13/28C
2G027 G01R13/28H
2G027 G01R13/28L
2G027 G01R13/30G
2G027 G01R13/32
2G027 G01R13/32D
2G027 G01R13/32E

2G027 G01R13/32G

2G027 G01R13/32H
2G027 G01R13/32K
2G027 G01R13/32L

2G027 G01R13/32M

G01R 13/28@Q

各チャンネルの選択表
示，配列変更；チャンネル
の識別；アドレスマップの
表示

G01R 13/28@R
マップ表示，ステート表
示，グラフ表示，アナログ
表示；記録器への出力

G01R 13/28@S
複数の論理信号の比較；
入力信号の論理処理出力
を記憶，表示するもの

2G027 G01R13/20V

2G027 G01R13/22P

2G027 G01R13/28F

G01R 13/28@Z その他のもの

G01R 13/30

基準マーカを挿入するた
めの回路，例．時間基準
用，目盛の較正用，周波
数の目盛づけ用

G01R 13/30@B 目盛校正用マーカ

G01R 13/30@D
時間マーカ，レベルマー
カ，目盛の表示

G01R 13/30@E 接地レベルの表示

G01R 13/30@F
基準レベル，基準波形の
表示

2G027 G01R13/20N
2G027 G01R13/20S
2G027 G01R13/28C
2G027 G01R13/28H
2G027 G01R13/28L
2G027 G01R13/28P
2G027 G01R13/32
2G027 G01R13/32D
2G027 G01R13/32E

2G027 G01R13/32G

2G027 G01R13/32H
2G027 G01R13/32K
2G027 G01R13/32L

2G027 G01R13/32M

トリガホールドオフ回路；単掃引トリガ回路

ラスタ掃引

G01R 13/28@T

表示素子アレイ，発光素
子により表示するもの；ラ
スタスキャンにより表示す
るもの

電源信号によるトリガ

パルス周期パターンによるトリガ；複数の信号
の組合せによるトリガ

ラスタ掃引による波形表示

トリガホールドオフ回路；単掃引トリガ回路

ラスタ掃引による多現象表示

トリガ信号の表示

トリガー回路

トリガ回路
トリガレベルマークの表示

G01R 13/28@P
マーカ，カーソル，トリガ
点，基準レベルの表示；検
索；タイミング測定

トリガ回路、プリトリガ回路
トリガレベル
トリガ回路

電源信号によるトリガ

トリガ回路
オートトリガ回路；トリガレベルの自動調整

プリトリガ回路；トリガ信号の処理回路

パルス周期パターンによるトリガ；複数の信号
の組合せによるトリガ

トリガ信号の表示

トリガ回路
オートトリガ回路；トリガレベルの自動調整

トリガ回路

トリガ点
トリガー回路

トリガ極性の切替え；トリガ信号源の切替え；
両極性でのトリガ検出

プリトリガ回路；トリガ信号の処理回路

G01R 13/30@G
所望特性位置へのマーカ
の表示；掃引マーク，トリ
ガレベルマークの表示

トリガ回路、プリトリガ回路
トリガレベル

トリガ回路

トリガ極性の切替え；トリガ信号源の切替え；
両極性でのトリガ検出



ＦＩ 検索対象の技術事項 ﾃｰﾏｺｰﾄﾞ ＦＩ

　　　関　連　先　の　分　野

技術内容

本　作　成　分　野

G01R 13/30@H

二つのマーカ間の電圧
差，時間差を測定するも
の；マーカ点の電圧，周波
数を測定するもの

G01R 13/30@J 周波数マーカ
G01R 13/30@K 周波数マーカ信号発生回路

G01R 13/30@Z その他のもの
2G027 G01R13/20N
2G027 G01R13/20S
2G027 G01R13/28C
2G027 G01R13/28H
2G027 G01R13/28L
2G027 G01R13/28P
2G027 G01R13/30G
2G027 G01R13/32D
2G027 G01R13/32E

2G027 G01R13/32G

2G027 G01R13/32H
2G027 G01R13/32K
2G027 G01R13/32L

2G027 G01R13/32M

G01R 13/32@A 過渡状態表示回路
2G027 G01R13/20N
2G027 G01R13/20S
2G027 G01R13/28C
2G027 G01R13/28H
2G027 G01R13/28L
2G027 G01R13/28P
2G027 G01R13/30G
2G027 G01R13/32
2G027 G01R13/32E

2G027 G01R13/32G

2G027 G01R13/32H
2G027 G01R13/32K
2G027 G01R13/32L

2G027 G01R13/32M

2G027 G01R13/20N
2G027 G01R13/20S
2G027 G01R13/28C
2G027 G01R13/28H
2G027 G01R13/28L
2G027 G01R13/28P
2G027 G01R13/30G
2G027 G01R13/32
2G027 G01R13/32D

2G027 G01R13/32G

2G027 G01R13/32H
2G027 G01R13/32K
2G027 G01R13/32L

2G027 G01R13/32M

トリガレベルマークの表示

トリガー回路
トリガ回路

トリガホールドオフ回路；単掃引トリガ回路

電源信号によるトリガ

トリガー回路

パルス周期パターンによるトリガ；複数の信号
の組合せによるトリガ

トリガホールドオフ回路；単掃引トリガ回路
プリトリガ回路；トリガ信号の処理回路

トリガホールドオフ回路；単掃引トリガ回路
プリトリガ回路；トリガ信号の処理回路
電源信号によるトリガ

パルス周期パターンによるトリガ；複数の信号
の組合せによるトリガ

トリガ点

トリガ回路
トリガ点
トリガレベルマークの表示

トリガ極性の切替え；トリガ信号源の切替え；
両極性でのトリガ検出

トリガ信号の表示

オートトリガ回路；トリガレベルの自動調整

トリガ極性の切替え；トリガ信号源の切替え；
両極性でのトリガ検出

プリトリガ回路；トリガ信号の処理回路

パルス周期パターンによるトリガ；複数の信号
の組合せによるトリガ

トリガ信号の表示

トリガレベル
トリガ回路

トリガ回路、プリトリガ回路

G01R 13/32

過渡状態のような非反覆
的関数を表示する回路；ト
リガー回路；同期回路；時
間軸拡大回路

トリガレベル
トリガ回路

トリガ回路、プリトリガ回路

G01R 13/32@D トリガ回路，同期回路

トリガ回路

トリガ回路
オートトリガ回路；トリガレベルの自動調整

トリガレベルマークの表示

電源信号によるトリガ

トリガ極性の切替え；トリガ信号源の切替え；
両極性でのトリガ検出

G01R 13/32@E
オートトリガ回路；トリガレ
ベルの自動調整

トリガ回路、プリトリガ回路
トリガレベル
トリガ回路
トリガ信号の表示
トリガ回路
トリガ点



ＦＩ 検索対象の技術事項 ﾃｰﾏｺｰﾄﾞ ＦＩ

　　　関　連　先　の　分　野

技術内容

本　作　成　分　野

G01R 13/32@F 基準レベルと比較するもの

2G027 G01R13/20N
2G027 G01R13/20S
2G027 G01R13/28C
2G027 G01R13/28H
2G027 G01R13/28L
2G027 G01R13/28P
2G027 G01R13/30G
2G027 G01R13/32
2G027 G01R13/32D
2G027 G01R13/32E
2G027 G01R13/32H
2G027 G01R13/32K
2G027 G01R13/32L

2G027 G01R13/32M

2G027 G01R13/20N
2G027 G01R13/20S
2G027 G01R13/28C
2G027 G01R13/28H
2G027 G01R13/28L
2G027 G01R13/28P
2G027 G01R13/30G
2G027 G01R13/32
2G027 G01R13/32D
2G027 G01R13/32E

2G027 G01R13/32G

2G027 G01R13/32K
2G027 G01R13/32L

2G027 G01R13/32M

G01R 13/32@J
ジッタ，表示のちらつきの
防止

2G027 G01R13/20N
2G027 G01R13/20S
2G027 G01R13/28C
2G027 G01R13/28H
2G027 G01R13/28L
2G027 G01R13/28P
2G027 G01R13/30G
2G027 G01R13/32
2G027 G01R13/32D
2G027 G01R13/32E

2G027 G01R13/32G

2G027 G01R13/32H
2G027 G01R13/32L

2G027 G01R13/32M

オートトリガ回路；トリガレベルの自動調整
トリガホールドオフ回路；単掃引トリガ回路
プリトリガ回路；トリガ信号の処理回路

パルス周期パターンによるトリガ；複数の信号
の組合せによるトリガ

トリガ回路

トリガレベルマークの表示

トリガ回路
トリガレベル
トリガ回路、プリトリガ回路

トリガ信号の表示

G01R 13/32@K
モード選択回路；プリトリ
ガ回路；トリガ信号の処理
回路

トリガ点

トリガ回路
トリガ点
トリガレベルマークの表示

トリガ点
トリガレベルマークの表示

トリガ回路

トリガレベル
トリガ回路
トリガ信号の表示
トリガ回路

プリトリガ回路；トリガ信号の処理回路
電源信号によるトリガ

パルス周期パターンによるトリガ；複数の信号
の組合せによるトリガ

電源信号によるトリガ

パルス周期パターンによるトリガ；複数の信号
の組合せによるトリガ

トリガー回路
トリガ回路

トリガ信号の表示

トリガー回路

オートトリガ回路；トリガレベルの自動調整

トリガ極性の切替え；トリガ信号源の切替え；
両極性でのトリガ検出

トリガホールドオフ回路；単掃引トリガ回路
電源信号によるトリガ

G01R 13/32@G
トリガ極性の切替え；トリ
ガ信号源の切替え；両極
性でのトリガ検出

トリガレベル
トリガ回路

トリガ回路、プリトリガ回路

G01R 13/32@H
トリガホールドオフ回路；
単掃引トリガ回路

トリガ回路、プリトリガ回路

トリガー回路
トリガ回路
オートトリガ回路；トリガレベルの自動調整

トリガ極性の切替え；トリガ信号源の切替え；
両極性でのトリガ検出



ＦＩ 検索対象の技術事項 ﾃｰﾏｺｰﾄﾞ ＦＩ

　　　関　連　先　の　分　野

技術内容

本　作　成　分　野

2G027 G01R13/20N
2G027 G01R13/20S
2G027 G01R13/28C
2G027 G01R13/28H
2G027 G01R13/28L
2G027 G01R13/28P
2G027 G01R13/30G
2G027 G01R13/32
2G027 G01R13/32D
2G027 G01R13/32E

2G027 G01R13/32G

2G027 G01R13/32H
2G027 G01R13/32K

2G027 G01R13/32M

2G027 G01R13/20N
2G027 G01R13/20S
2G027 G01R13/28C
2G027 G01R13/28H
2G027 G01R13/28L
2G027 G01R13/28P
2G027 G01R13/30G
2G027 G01R13/32
2G027 G01R13/32D
2G027 G01R13/32E

2G027 G01R13/32G

2G027 G01R13/32H
2G027 G01R13/32K
2G027 G01R13/32L

G01R 13/32@N 時間軸拡大回路
G01R 13/32@P 遅延掃引回路
G01R 13/32@Q 二重遅延掃引回路
G01R 13/32@R 遅延パルス発生回路

G01R 13/32@S
遅延拡大位置の表示；輝
度差の調整

G01R 13/32@T
水平時間軸レンジを変更
するもの

G01R 13/32@W
垂直軸レンジを変更する
もの；垂直軸位置の調整

G01R 13/32@Z その他のもの

G01R 13/34
サンプリングにより単一の
波形を表現する回路，例．
超高周波に対するもの

2F070 G01D9/00G

G01R 13/34@A
サンプリングパルス発生
回路

G01R 13/34@B
被測定信号との同期，
ジッタの除去

G01R 13/34@C
サンプリングゲート回路，
伸長回路

G01R 13/34@D 単発現象の観測，拡大観測

G01R 13/34@E
演算回路，補正回路を有
するもの；瞬時電圧を測定
するもの；ノイズの除去

オートトリガ回路；トリガレベルの自動調整

トリガ極性の切替え；トリガ信号源の切替え；
両極性でのトリガ検出

高速繰り返し波の記録

電源信号によるトリガ

トリガホールドオフ回路；単掃引トリガ回路
プリトリガ回路；トリガ信号の処理回路

パルス周期パターンによるトリガ；複数の信号
の組合せによるトリガ

オートトリガ回路；トリガレベルの自動調整

トリガ極性の切替え；トリガ信号源の切替え；
両極性でのトリガ検出

トリガホールドオフ回路；単掃引トリガ回路
プリトリガ回路；トリガ信号の処理回路

トリガ点
トリガレベルマークの表示
トリガー回路
トリガ回路

トリガー回路
トリガ回路

トリガ信号の表示
トリガ回路

トリガ信号の表示
トリガ回路
トリガ点
トリガレベルマークの表示

G01R 13/32@L
映像信号からの同期信号
分離回路；電源信号によ
るトリガ

トリガレベル
トリガ回路

トリガ回路、プリトリガ回路

G01R 13/32@M

事象発生回数，パルス
幅，パルス周期パターン
によるトリガ；複数の信号
の組合せによるトリガ

トリガ回路、プリトリガ回路
トリガレベル
トリガ回路



ＦＩ 検索対象の技術事項 ﾃｰﾏｺｰﾄﾞ ＦＩ

　　　関　連　先　の　分　野

技術内容

本　作　成　分　野

G01R 13/34@Z その他のもの

G01R 13/36
グロー放電の長さを用い
るもの，例，グロー・オシロ
スロープ

G01R 13/38
電気機械測定系による光
ビームの一定変位または
振動変位を使用するもの

G01R 13/38@A 振動子，光偏向素子

G01R 13/38@B
振動子取付部，マグネット
ブロック

G01R 13/38@C
マルチチャンネル電磁オ
シロスコープ

G01R 13/38@D
光学系，光源，二重露光
装置

G01R 13/38@E
紙送り装置，記録紙処理
装置

G01R 13/38@F
マーカ，時刻信号の記録；
オーバースケール分の記
録

G01R 13/38@G
制御回路，駆動回路；信
号処理回路

G01R 13/38@Z その他のもの
2G025 G01R15/07
2G035 G01R19/00@V

2G132
(2G032)

G01R31/28@L

G01R 13/42

スパークの長さを利用す
る計器，例．スパークを起
こす最大の電極間距離を
測定するもの

G01R 13/40

機械的変位による以外に
光ビームの変調を利用す
るもの，例，カー効果によ
るもの

光による電流・電圧の測定

光などによる非接触での測定

光ビームの変調による測定



(３)テキスト検索に有効なワード

【テキスト検索において留意する事項】

【概要】
・　発明のポイントに的確に対応したＦＩが存在せず、かつ発明のポイントを的確に表すキーワー
ドが存在する場合には、そのキーワード及びそのキーワードの同意語を用いてフルテキスト検
索及びフリーワード検索を行うのが有効です。　ただし、本テーマ分野はＦＩが非常に多いため
一つのＦＩに属する文献数は多くても３００件程度で、大抵のものは１００件以下なので、一度の
スクリーニング件数を少なくする目的でテキストを使用するにとどめ、該当ＦＩは全件スクリーニ
ングすることをお勧めします。

【主なキーワードと類義語】

オシロスコープ 　　　オッシロスコープ 　　　シンクロスコープ

シンクロスコープ 　　　オシロスコープ 　　　オッシロスコープ

プローブ 　　　接触端子 　　　接触片

電気光学素子 　　　電気光学結晶 　　　ポッケルス

受光素子 　　　フォトダイオード 　　　フォトトランジスタ 　　　フォトセル

映像信号
　　　ビデオ信号 　　　ビデオシグナル

　　　画像信号 　　　テレビ信号

ネットワーク 　　　ＬＡＮ 　　　ネット 　　　ＮＥＴ

ノイズ 　　　雑音 　　　Ｓ／Ｎ

ボリウム
　　　可変抵抗 　　　ボリューム 　　　バリオーム

　　　ゲイン調整

メモリ
　　　記憶 　　　記録 　　　保持

　　　レジスタ 　　　ストア

コンパレータ
　　　比較器 　　　比較回路 　　　比較装置

　　　アナログコンパレータ 　　　ディジタルコンパレータ

   基本的に有効なＦＩ、Ｆタームがない場合にテキスト検索を行います。
　　  その際、各種技報、論文などで用いられた標準技術用語をワードとして用いると
　 有効です。
　 注）　ここで述べたキーワード及びその類義語は、類義語を考える際の参考となる
　　　 例であり、全てを網羅したものではありません。



（４－１）概要

文献名

特開昭59-145970

特開平1-105175

特開平2-128163

特開平3-56863

特開平4-34800
特開平4-128659
特開平4-175793

特開平4-177173

特開平5-257461

特開平7-55843

特開平9-318669

特開平7-92196

特開平6-43188

特開平5-281264

特開平5-143038

特開平5-119064

特開平5-60793

特開平5-10977

特開平4-48269

（４）検索のちょっとしたコツ

・　2G0２７のＦＩはぼ全体を網羅しており、本願技術がＦＩに対応しない局面は多くはありません。
・　業界における統一用語が存在せず、各人がバラバラに用語を使用・創作しているため、テキストによ
る検索は同義語や機能を類推できる単語などを盛り込んで漏れなく行います。特に、シンクロスコープは
単にオシロスコープということが多いので注意を要します。

・　Ｆタームが無い代わりに、ＦＩがおよそ１４０ほどもあるため、このＦＩをＦタームのように使ってサーチを
行います。

 ・ 本テーマの先行技術調査で先行技術として多く使われた文献、または発明内容に特徴のある文献を
以下に示します。

内          容

ＣＲＴディスプレィ上に表示されたスペクトルに対して、オペレータが任意の横軸上の
区間を指定してその区間内の縦軸方向の倍率を変更できるようにしたスペクトルの
表示

被測定波形を判定するための判定基準範囲を面状に表示画面に表示

データフレームに格納された複数フレームの波形データを表示する際に、選択したフ
レームの波形データの輝度を、その他のフレームの波形データの輝度と相違させて
表示（表示波形相互間の時間関係が表示画面から視覚的に把握可能）

２系統のＴ－Ｙ表示、又は、２系統のうち一方をＸ軸入力とし、他方をＹ軸入力とした２
系統入力波形のＸ－Ｙ表示、のいずれかを選択して表示又は両表示を組み合わせて
表示

ランダムサンプリングの原理が説明（従来の技術の欄、図５）
レベルとゲートを組み合わせたトリガ
指定された波形上のポイントに対してその信号値の区間情報を表示

設定した垂直軸レンジ及び時間軸レンジと、その垂直軸レンジ及び時間軸レンジによ
る波形とを表示

入力信号をサンプリングしてＡ／Ｄ変換したデジタルデータのデータ間をドット補間
表示デバイスの横軸を用いて表示できる時間以上の長時間に渡って得られた全デー
タを、表示デバイスの上下に並列に表示

（４－２）本テーマの特徴のある先行技術文献

入力波形信号のデジタルデータを一定区間毎に区切り、その区間のデータの度数分
布に応じた輝度で入力波形信号のデジタルデータを表示

シフトキーを押しながら０～９、Ａのキーを押すことにより、カーソルをジャンプ移動

繰り返し信号に対して電圧レンジを分割してデジタル化し、そのデータを表示装置上
に重ね書きすることにより、使用するＡＤ変換器の分解能以上の測定分解能を実現

ドットマトリクスフォーマットで表示された文字とその文字の背景の輝度を、下側から
互いに交換し、その交換による文字の反転度合いが、平均化すべき波形の捕捉率を
表示

どの部分を表示しているのかがわかるように、拡大波形とともにバーグラフを表示

２つの異なる時間スケールの信号波形を同一画面に水平方向に並べて表示

ノートパソコンの如くカバー部に表示部を設け、本体部に操作部を設けたオシロス
コープ

表示画面で拡大・縮小する範囲を矩形の領域で指定し、この矩形の領域の最大値、
最小値等の統計量を画面に表示

入力信号の最大値、最小値、中間値、最大値－最小値の幅を算出し、中間値、最大
値－最小値の幅をｍ×１０ｎ（１０のｎ乗）で表現できる数値に更新することにより、最
大値、最小値をｍ×１０ｎ（１０のｎ乗）で表現できる値に修正し、この修正された最大
値、最小値に基づいて読みとり易いスケールを表示



（５）検索式の具体例

サーチ範囲

2G025

2G035

2G132

2G003

2G132

4M106

テーマ内

　ＦＩ検索

無テーマ検索

他テーマ検索

観測波形の画像ファイルを作成

パソコン用インターフェースカードに波形処理機能を持
たせ、携帯パソコンに挿入してオシロスコープにする

G01R13/40

G01R13/20@F

G01R13/28@J

(波形処理*カード)/tx

AG03*(電気光学+ポッケルス)/tx

BA04*(電気光学+ポッケルス)/tx

AB11

AD36*AD37

AD01*AF15

AF15(またはAF14)

光による電流・電圧などの信号測定

光プローブ

※　お使いの検索環境に応じて検索式は異なります。

検索事項 検索式

プローブ

電気光学式サンプリング装置

[(ＰＮＧ+ＢＭＰ+ＪＰＧ+ＪＰＥＧ+ＧＩＦ+ｐｎｇ+
ｂｍｐ+ｊｐｇ+ｊｐｅｇ+ｇｉｆ)/tx+??ＰＮＧ+??ＢＭ
Ｐ+??ＪＰＧ+??ＪＰＥＧ+??ＧＩＦ+??ｐｎｇ+??ｂ
ｍｐ+??ｊｐｇ+??ｊｐｅｇ+??ｇｉｆ]*[波形,10N,表
示/tx+トレンド/tx+??トレンド]

ロジックアナライザ

    ※　 ここで述べられた検索式等はあくまで例であって、ここで述べられた検索式
　　      等で十分なサーチを行えるものではありません。



４．　サ ー チ 事 例

(1)

出願番号

本願のサー
チのポイント

事例とした
理由

サーチ方針

使用ＤＢ ヒット件数

テキスト
（2G027,2G02
5,2G035,2G1
32(2G032)）

９３件

ＦＩ
（2G027）

１４７件

テキスト
（2G027,2G02
5,2G035,2G1
32(2G032)）

１３６件

Ｆターム
（2G035）

２５件

備　　　考

検索式

基準レーザ光を平行光に変換してハーフミラーに導く一方、電気光学結晶によって変化させ
られた信号光の一部と参照光の一部を集光するレンズのある構成を探す。　本検索式によ
り、作用部分が一致するプローブである特開昭６４－０１８０７０号公報を抽出。　但し、この文
献には光サンプリングオシロスコープ用との記述はない。

（電気光学＊[方向性結合+ハーフミラ]）/tx+??電気光学＊[??方向
性結合+??ハーフミラ]

STEP １

(ハーフミラ+参照光)/tx+??ハーフミラ+??参照光

STEP ４
光による電流電圧測定の技術を多数包含する２Ｇ０３５で参考までにサーチを行う。　一般的
な構成例として、特開平６－３４６７５号公報がヒット。

特願平10-301467

※　ヒット件数は実際と異なることがあります。
※　お使いの検索環境に応じて検索式は異なります。

　この出願の技術はG01R13/20@FとG01R13/38内の技術と、一般的な電気光学素子による
信号測定技術との組合せにより先行技術検索を行う典型例として採用。

以下の機能を有する電気光学サンプリングオシロスコープ。（１）発光手段　（２）光ファイバ
（３）ハーフミラー　（４）電気光学結晶　（５）反射鏡　（６）反射板　（７）合波された信号に基づ
いて信号を検出する検出手段を持ち、「基準レーザ光を平行光に変換してハーフミラーに導く
一方、電気光学結晶によって変化させられた信号光の一部と参照光の一部を集光する機能
を持つレンズ（コリメータ）」を持つプローブで構成されたもの。

２Ｇ０２７，２Ｇ０２５，２Ｇ０３５，２Ｇ１３２（２Ｇ０３２）での電気光学素子を使った信号測定技術
を一般的技術として抽出し、個別改良部分については各テーマから抽出してゆく。

G01R13/34@A+G01R13/40

参考文献として、特開平５－４０１３３号公報（光サンプリング信号波形測定）を抽出。

STEP ３

AD36*AD37*AD65

参考文献として、特開平４－１３６７６８号公報（光サンプリングオシロスコープ）、特開昭６３－
３００９７０号公報（光サンプリングによる電圧検出）を抽出。

電気光学/txでテキスト検索を行うとヒット件数が多くなりすぎる恐れがあるため、本願の構成
要素となっている方向性結合器とハーフミラーを電気光学結晶に掛け合わせて絞り込みを
行っている。

STEP ２

参考文献として、特開平６－１３８１５２号公報（光学式信号測定装置）を抽出。



(2)

出願番号

本願のサー
チのポイント

事例とした
理由

サーチ方針

使用ＤＢ ヒット件数

ＦＩ＋テキスト
（2G027）

１１件

ＦＩ＋テキスト
（2G027）

７１件

ＦＩ
（2G027）

６２件

ＦＩ＋テキスト
（2G027）

７８件

ＦＩ＋テキスト
（2G027）

１００件

G01R13/20@T*[(比較+コンパレータ)/tx+??比較+??コンパレータ]
STEP ２

特願平5-58009

以下の機能を有するデジタルオシロスコープ。　（１）トリガ入力毎にアドレスを発生する　（２）
トリガ入力毎にアドレスに測定パラメータを記憶する　（３）各測定点における基準パラメータ
を記憶する　（４）基準パラメータと測定パラメータを比較する　（５）比較結果を表示する

　ディジタルオシロスコープの各種機能の典型例として採用。

G01R13/20@T*[([比較+コンパレータ]*[基準+規格]*タイミン
グ)/tx+[??比較+??コンパレータ]*[??基準+??規格]*??タイミング]

STEP ４

G01R13/20@(Q+S)*[(比較+コンパレータ)/tx+??比較+??コンパ
レータ]

波形データを記憶している波形メモリにアクセスして波形パラメータを算出する構成例特開平
４－２５９８６１号公報を抽出。

STEP ５
G01R13/20@(Q+S)

参考までにこのＦＩの残りをチェック。文献抽出せず。

ディジタルオシロスコープの構成例として実開平４－１０２０７０号公報を抽出。

文献抽出せず。

G01R13/20@T

※　ヒット件数は実際と異なることがあります。
※　お使いの検索環境に応じて検索式は異なります。

ディジタルオシロスコープの特有の機能と考えられるので、テーマ内検索で先行技術文献を
検索する。

検索式

備　　考

波形のパラメータを測定する際に、トリガ信号に基づきタイミングコントロール回路を介してア
ドレス発生回路を駆動し、測定波形入力をＡＤ変換した値をウエーブメモリに格納すると共
に、その測定点での基準値を格納したメモリをアクセスし、測定値と基準値を比較し、結果を
表示する特開平２－１５０７７７号公報がヒット。

STEP １

STEP ３



(3)

出願番号

本願のサー
チのポイント

事例とした
理由

サーチ方針

使用ＤＢ ヒット件数

テキスト
（2G027,2F04
1,2F070）

２４３件

ＦＩ
（2G027）

１６４件

テキスト
（無テーマ）

９７件

測定装置とコンピュータにそれぞれ、ＦＴＰクライアント機能とＦＴＰサーバー機能を持たせ、
ネットワークを介してＦＴＰにより送受信を行う特開２００１－２９６３１６号公報がヒット。

（ネットワーク+サーバ+クライアント）/tx+??ネットワーク+??サーバ
+??クライアント

備　　考

文献抽出せず。

※　ヒット件数は実際と異なることがあります。
※　お使いの検索環境に応じて検索式は異なります。

[(ＰＮＧ+ＢＭＰ+ＪＰＧ+ＪＰＥＧ+ＧＩＦ+ｐｎｇ+ｂｍｐ+ｊｐｇ+ｊｐｅｇ+ｇｉ
ｆ)/tx+??ＰＮＧ+??ＢＭＰ+??ＪＰＧ+??ＪＰＥＧ+??ＧＩＦ+??ｐｎｇ+??ｂｍｐ
+??ｊｐｇ+??ｊｐｅｇ+??ｇｉｆ]*[波形,10N,表示/tx+トレンド/tx+??トレンド]

測定データを表示画面にグラフ表示する表示装置と、ファイル作成要求信号が発生すると、
表示画面の表示データに基づいて、汎用形式の画像ファイルを生成し、画像ファイル保存手
段に保存する画像ファイル生成手段と、画像ファイル保存手段に保存された画像ファイルを
記憶媒体に保存する読書装置とを備えた測定装置特開２００１－２０１３７１号公報がヒット。

ファイル作成要求信号が発生すると、表示画面の表示データに基づいて、汎用形式の画像
ファイルを生成し、画像ファイルをネットワークを介してコンピュータに送信する特開２０００－
２４２８８２号公報がヒット。

STEP 3

STEP 2
G01R13/20@L

特願2002-147032

ＰＮＧ、ＪＰＥＧ、ＢＭＰの様な画像ファイル名をキーとしてポイント（１）の「ファイル作成要求信
号に基づいて画像ファイルを作成する」構成を持つ文献を検索する。

　この出願は、ネットワークを利用して画像データ作成指示を受け、作成した画像データを伝
送するということで他テーマとも関連があり、テーマ内に文献が見つからない場合には他テー
マで検索を行う例である。

（１）ファイル作成要求信号に基づいて作成した画像ファイルを、（２）メモリ格納直後に予め設
定された別の送信先にネットワークを介して送信するディジタルオシロスコープ。

（１）ファイル作成要求信号に基づいて作成した画像ファイルを、メモリ格納直後に予め設定さ
れた別の送信先にネットワークを介して送信するという先行技術を見つけ出す。

検索式

コンピュータにプリンタを接続し、ネットワークを介して受信した信号波形、グラフおよび測定
値表などの測定結果の画像ファイルを印刷する特開２００１－１２４５９５号公報がヒット。STEP 1

上記２文献共に、ポイント（１）の「ファイル作成要求信号に基づいて画像ファイルを作成する」
構成が記載されていないため、STEP２以降で、この構成を検索する。
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Ｉ　Ｐ　Ｃ 階層 説　　　　明

G01R 電気的変量の測定；磁気的変量の測定（電気的変量への変換による任意の物理
的変量の測定は，クラスＧ０１のタイトルに続く注（４）を参照；電場におけるイオン
の拡散，例．電気泳動，電気浸透，の測定Ｇ０１Ｎ；電気的または磁気的手段によ
る材料の非電気的または非磁気的性質の調査Ｇ０１Ｎ；共振回路の正しい同調の
指示Ｈ０３Ｊ３／１２；電子的パルス計数器の監視Ｈ０３Ｋ２１／４０；通信系の運転の
監視Ｈ０４）

<注> （１）サブクラスは，以下のものを包含する：
―すべての種類の電気的変量もしくは磁気的変量の直接測定または他の電気的
変量もしくは磁気的変量からの派生による測定；
―物質のすべての種類の電気的または磁気的性質の測定；
―電気的もしくは磁気的な装置，器具もしくは回路網（例．放電管，増幅器）の試験
またはそれらの性質の測定；
―電流または電圧の存在または符号の指示；
―ＮＭＲ，ＥＰＲまたはスピン効果装置で，特殊な用途に特に適用されていないも
の；［５］
―このような試験および測定を行うために用いられる信号を発生するための装置

（２）このサブクラスにおいては，下記の用語または表現は以下に示す意味で用い
る：
―“測定”とは調査を含む；
―“計器”または“測定計器”とは“電気機械的測定機構”を意味する；
―“測定のための装置”とは“測定のための装置，回路または方法”を意味する。
（３）クラスＧ０１のタイトルに続く注に注意すること。

（４）このサブクラスにおいては，電気的変量の測定のための機器または装置は，
以下のように分類される：［８］
―電気機械装置は，２以上の測定値の結果を合わせたものを含め，測定された電
気的変量が測定値の表示に直接影響を与える場合，グループ５／００～１１／００
に分類される。［８］
―グループ５／００～１１／００に包含される異なるタイプの装置に共通する細部
は，グループ１／００に分類される。［８］
―電気的変量の抽出，算出または他の処理，例．別の測定値との比較，により測
定値を表示させる回路を含む装置は，１７／００～２９／００に分類する。［８］
―グループ１７／００～２９／００に包含される異なるタイプの装置に共通する細部
は，グループ１５／００に分類される。［８］

（５）このサブクラスにおいては，グループ１７／００はグループ１９／００から３１／０
０に優先する。

<索引> 電気測定器
一般　５／００，７／００，９／００
細部　１／００
製造，較正，試験　３／００；３５／００
電力または電流の時間積分の電気機械的測定　１１／００
電気的変量の測定
測定装置の細部　１１／０２，１５／００
表示装置　１３／００
参照値との比較を含むもの　１７／００
電流または電圧；電力，力率；電力または電流の時間積分；周波数；抵抗，リアクタ
ンス，インピーダンス　１９／００；２１／００；２２／００；２３／００；２７／００
他の変量　２５／００，２９／００
電気的性質の試験または故障位置の発見　３１／００
磁気的変量の測定　３３／００

１．本作成分野の分類データ

１－１　　Ｉ  P C 分 類 表



Ｉ　Ｐ　Ｃ 階層 説　　　　明

G01R 13/00 電気的変量または波形の表示装置（機械的変位のみによる表示５／００，７／００，
９／００；周波数スペクトルの記録２３／１８）④

G01R 13/02 ･ デジタル形で測定された電気的変量を表示するためのもの（計数器Ｇ０６Ｍ；アナロ
グ／デジタル変換一般Ｈ０３Ｍ１／００）④

G01R 13/04 ･ 永久的に記録するためのもの④
G01R 13/06 ･･ 過渡じょう乱を記録するための変更，例．記録媒体を発進または加速することによ

るもの
G01R 13/08 ･･ 機械的に直接書く方法をもつ電気機械的記録方式
G01R 13/10 ･･･ ストロークの長さまたは点の位置により変数を表示する間欠的記録をもつもの
G01R 13/12 ･･ 化学的記録，例．クライドノグラフ（１３／１４が優先）
G01R 13/14 ･･ 感光性材料に記録
G01R 13/16 ･･ 磁気材料に記録
G01R 13/18 ･･･ 境界の変位を使用するもの
G01R 13/20 ･ 陰極線オッシロスコープ（陰極線管Ｈ０１Ｊ３１／００）
G01R 13/22 ･･ そのための回路（パルスを発生させる回路，例．鋸歯状波，の発生Ｈ０３Ｋ３／００）
G01R 13/24 ･･･ 時間軸偏向回路
G01R 13/26 ･･･ 電子ビームの強さを制御するための回路（輝度調整Ｈ０１Ｊ２９／９８）
G01R 13/28 ･･･ ２以上の変数の同時または連続的表示のための回路（電子スイッチＨ０３Ｋ１７／０

０）
G01R 13/30 ･･･ 基準マーカを挿入するための回路，例．時間基準用，目盛の較正用，周波数の目

盛づけ用
G01R 13/32 ･･･ 過渡状態のような非反覆的関数を表示する回路；トリガー回路；同期回路；時間軸

拡大回路
G01R 13/34 ･･･ サンプリングにより単一の波形を表現する回路，例．超高周波に対するもの（抽出

―保持装置Ｇ１１Ｃ２７／０２）②
G01R 13/36 ･ グロー放電の長さを用いるもの，例．グロー・オシロスロープ（放電管Ｈ０１Ｊ）④
G01R 13/38 ･ 電気機械測定系による光ビームの一定変位または振動変位を使用するもの（その

ような測定機構それ自体５／００，７／００，９／００）④
G01R 13/40 ･ 機械的変位による以外に光ビームの変調を利用するもの，例．カー効果によるも

の④
G01R 13/42 ･ スパークの長さを利用する計器，例．スパークを起こす最大の電極間距離を測定

するもの
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説　　明

G01R 13/00 電気的変量または波形の表示装置（機械的変位のみによる表示５／０
０，７／００，９／００；周波数スペクトルの記録２３／１８；測定値の指示
または記録一般Ｇ０１Ｄ）

G01R 13/00@A 液晶を用いた表示

G01R 13/00@B マトリックスパネル，発光素子，光を用いた表示

G01R 13/00@Z その他のもの

G01R 13/02 ・ デジタル形で測定された電気的変量を表示するためのもの（計数器Ｇ０
６Ｍ；アナログ／デジタル変換一般Ｈ０３Ｍ１／００）

G01R 13/04 ・ 永久的に記録するためのもの

G01R 13/04@A メモリへの記録

G01R 13/04@B 放電，溶断による記録；サージの記録

G01R 13/04@C 基準振幅，目盛の記録；レンジ切替え；記録命令信号の発生

G01R 13/04@D 計量値の記録

G01R 13/04@Z その他のもの

G01R 13/06 ・・ 過渡じょう乱を記録するための変更，例．記録媒体を発進または加速す
ることによるもの

G01R 13/08 ・・ 機械的に直接書く方法をもつ電気機械的記録方式

G01R 13/10 ・・・ ストロークの長さまたは点の位置により変数を表示する間欠的記録をも
つもの

G01R 13/12 ・・ 化学的記録，例．クライドノグラフ（１３／１４が優先）

G01R 13/14 ・・ 感光性材料に記録
G01R 13/16 ・・ 磁気材料に記録
G01R 13/18 ・・・ 境界の変位を使用するもの
G01R 13/20 ・ 陰極線オッシロスコープ（陰極線管Ｈ０１Ｊ３１／００）
G01R 13/20@B 蓄積管を用いたもの
G01R 13/20@E 目盛板
G01R 13/20@F プローブ
G01R 13/20@G フ―ド，つまみ，スイッチ
G01R 13/20@H 陰極線管の構造；支持装置
G01R 13/20@J 波形の撮影，記録
G01R 13/20@K 超高周波オシロスコープ
G01R 13/20@L メモリオシロスコープ
G01R 13/20@M ・ メモリの書込制御，書込クロック周期の切替え，Ａ‐Ｄ変換器
G01R 13/20@N ・ トリガ回路，プリトリガ回路，書込信号の遅延回路，ジッタの除去
G01R 13/20@P ・ 書込信号処理回路；レンジ切替回路，オフセット補償，雑音除去；校正
G01R 13/20@Q ・ サンプリング期間の最大値，最小値を記憶するもの
G01R 13/20@R ・ メモリからの読出制御；表示回路；表示メモリを有するもの
G01R 13/20@S ・ マーカ，カーソル，時間，トリガレベル，零レベル，番地の表示；時間間

隔測定，電圧測定を行うもの
G01R 13/20@T ・ 表示波形の連続化；表示位置の調整；基準波形の表示，基準波形との

偏差の検出
G01R 13/20@U ・ 拡大表示，圧縮表示，オーバースケールの表示
G01R 13/20@V ・ ラスタ掃引，テレビ受像機による表示；記録器を有するもの；掃引回路
G01R 13/20@W ・ 水平軸信号，輝度信号をも記憶するもの；Ｘ‐Ｙ表示を行うもの
G01R 13/20@X ・ 多現象の記憶，複数のメモリを有するもの；記憶回路の構成に特徴を有

するもの

　１－２　　Ｆ Ｉ 分 類 表
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説　　明

G01R 13/20@Y ・ アナログメモリ，ＢＢＤ，シフトレジスタを用いたもの；遅延回路により循
環記憶するものの

G01R 13/20@Z その他のもの
G01R 13/22 ・・ そのための回路（パルス，例．鋸歯状波，の発生Ｈ０３Ｋ３／００）
G01R 13/22@B 収差調節回路，回転誤差修正回路，フォーカス調整回路，偏向歪補正
G01R 13/22@C 垂直軸回路
G01R 13/22@D ・ 垂直軸増幅器
G01R 13/22@E ・ 減衰器；ゲインの切替え；レンジの自動切替え
G01R 13/22@F ・ ドリフト補償，オフセット補償
G01R 13/22@G ・ 交流結合と直流結合の切替え；帯域幅の制限，切替え；入力回路
G01R 13/22@H ・ 遅延回路，極性反転回路；校正
G01R 13/22@J プログラマブルオシロスコープ；表示モード，レンジ等の選択及び選択値

の表示
G01R 13/22@K 表示信号レベルの測定，表示；表示スポット位置の測定
G01R 13/22@L 文字の表示
G01R 13/22@M 電源回路，ヒータ部，偏向板駆動回路；カラーオシロスコープ；フォギン

グ；校正
G01R 13/22@N ベクトルスコープ，Ｘ‐Ｙ表示，極座標表示，棒グラフ表示，立体表示
G01R 13/22@P ラスタ掃引による波形表示
G01R 13/22@Q テレビ受像機を用いたオシロスコープ
G01R 13/22@Z その他のもの
G01R 13/24 ・・・ 時間軸偏向回路
G01R 13/24@A 鋸歯状波発生回路
G01R 13/24@B 掃引ゲート回路，ホールドオフ回路
G01R 13/24@C 掃引信号増幅器
G01R 13/24@D オート掃引回路，単掃引回路
G01R 13/24@E 掃引レンジの自動切替え
G01R 13/24@F 掃引レンジの切替え，掃引速度の表示，校正
G01R 13/24@G ジッタの除去
G01R 13/24@Z その他のもの
G01R 13/26 ・・・ 電子ビームの強さを制御するための回路（輝度調整Ｈ０１Ｊ２９／９８）
G01R 13/26@A 輝度変調回路
G01R 13/26@B ブランキング回路，アンブランキング回路
G01R 13/26@C 輝度差の調整，輝度の均一化，周囲光による輝度の調整
G01R 13/26@D 掃引時間切替えによる輝度変動の補正
G01R 13/26@E 蛍光面の焼損防止，明るさの表示
G01R 13/26@Z その他のもの
G01R 13/28 ・・・ ２以上の変数の同時または連続的表示のための回路（電子スイッチＨ０

３Ｋ１７／００）
G01R 13/28@A 多現象オシロスコープ
G01R 13/28@B ・ 多現象の切替え回路
G01R 13/28@C ・ トリガ回路，掃引回路，ブランキング回路
G01R 13/28@D ・ 多現象の信号位置調整，表示順位の変更
G01R 13/28@E ・ 多現象のチャンネルの識別
G01R 13/28@F ・ １チャンネルオシロスコープの多現象表示の為の補助回路，ラスタ掃引

による多現象表示
G01R 13/28@G ・ 時間軸方向への多現象の時分割表示
G01R 13/28@H ・ トリガ信号の表示；Ｘ‐Ｙ表示，加算表示，減算表示をも行うもの
G01R 13/28@J ロジックアナライザ
G01R 13/28@K ・ プローブ；プローブの識別；遅延回路；入力信号の波形変換回路
G01R 13/28@L ・ トリガ回路
G01R 13/28@M ・ グリッチの検出
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説　　明

G01R 13/28@N ・ 細部の観測；サンプルクロックの切替え；無効データ，時間データの記
憶；波形変化時のみの記憶

G01R 13/28@P ・ マーカ，カーソル，トリガ点，基準レベルの表示；検索；タイミング測定
G01R 13/28@Q ・ 各チャンネルの選択表示，配列変更；チャンネルの識別；アドレスマップ

の表示
G01R 13/28@R ・ マップ表示，ステート表示，グラフ表示，アナログ表示；記録器への出力
G01R 13/28@S ・ 複数の論理信号の比較；入力信号の論理処理出力を記憶，表示するも

の
G01R 13/28@T ・ 表示素子アレイ，発光素子により表示するもの；ラスタスキャンにより表

示するもの
G01R 13/28@Z ・ その他のもの
G01R 13/30 ・・・ 基準マーカを挿入するための回路，例．時間基準用，目盛の較正用，周

波数の目盛づけ用
G01R 13/30@B 目盛校正用マーカ
G01R 13/30@D 時間マーカ，レベルマーカ，目盛の表示
G01R 13/30@E 接地レベルの表示
G01R 13/30@F 基準レベル，基準波形の表示
G01R 13/30@G 所望特性位置へのマーカの表示；掃引マーク，トリガレベルマークの表

示
G01R 13/30@H 二つのマーカ間の電圧差，時間差を測定するもの；マーカ点の電圧，周

波数を測定するもの
G01R 13/30@J 周波数マーカ
G01R 13/30@K ・ 周波数マーカ信号発生回路
G01R 13/30@Z その他のもの
G01R 13/32 ・・・ 過渡状態のような非反覆的関数を表示する回路；トリガー回路；同期回

路；時間軸拡大回路
G01R 13/32@A 過渡状態表示回路
G01R 13/32@D トリガ回路，同期回路
G01R 13/32@E ・ オートトリガ回路；トリガレベルの自動調整
G01R 13/32@F ・ 基準レベルと比較するもの
G01R 13/32@G ・ トリガ極性の切替え；トリガ信号源の切替え；両極性でのトリガ検出
G01R 13/32@H ・ トリガホールドオフ回路；単掃引トリガ回路
G01R 13/32@J ・ ジッタ，表示のちらつきの防止
G01R 13/32@K ・ モード選択回路；プリトリガ回路；トリガ信号の処理回路
G01R 13/32@L ・ 映像信号からの同期信号分離回路；電源信号によるトリガ
G01R 13/32@M ・ 事象発生回数，パルス幅，パルス周期パターンによるトリガ；複数の信

号の組合せによるトリガ
G01R 13/32@N 時間軸拡大回路
G01R 13/32@P ・ 遅延掃引回路
G01R 13/32@Q ・・ 二重遅延掃引回路
G01R 13/32@R ・・ 遅延パルス発生回路
G01R 13/32@S ・・ 遅延拡大位置の表示；輝度差の調整
G01R 13/32@T ・ 水平時間軸レンジを変更するもの
G01R 13/32@W ・ 垂直軸レンジを変更するもの；垂直軸位置の調整
G01R 13/32@Z その他のもの
G01R 13/34 ・・・ サンプリングにより単一の波形を表現する回路，例．超高周波に対する

もの（抽出―保持装置Ｇ１１Ｃ２７／０２）
G01R 13/34@A サンプリングパルス発生回路
G01R 13/34@B ・ 被測定信号との同期，ジッタの除去
G01R 13/34@C サンプリングゲート回路，伸長回路
G01R 13/34@D 単発現象の観測，拡大観測
G01R 13/34@E 演算回路，補正回路を有するもの；瞬時電圧を測定するもの；ノイズの

除去
G01R 13/34@Z その他のもの
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説　　明

G01R 13/36 ・ グロー放電の長さを用いるもの，例，グロー・オシロスロープ（放電管Ｈ０
１Ｊ）

G01R 13/38 ・ 電気機械測定系による光ビームの一定変位または振動変位を使用す
るもの（そのような測定機構それ自体５／００，７／００，９／００）

G01R 13/38@A 振動子，光偏向素子
G01R 13/38@B 振動子取付部，マグネットブロック
G01R 13/38@C マルチチャンネル電磁オシロスコープ
G01R 13/38@D 光学系，光源，二重露光装置
G01R 13/38@E 紙送り装置，記録紙処理装置
G01R 13/38@F マーカ，時刻信号の記録；オーバースケール分の記録
G01R 13/38@G 制御回路，駆動回路；信号処理回路
G01R 13/38@Z その他のもの
G01R 13/40 ・ 機械的変位による以外に光ビームの変調を利用するもの，例，カー効

果によるもの
G01R 13/42 ・ スパークの長さを利用する計器，例．スパークを起こす最大の電極間距

離を測定するもの

なお、ＦＩハンドブックの情報については、

http://www5.ipdl.ncipi.go.jp/pmgs1/pmgs1/pmgs

から入手することができます。



　1-3 　　Ｆ タ ー ム

（本技術分野には、Ｆタームは存在しない）



　１－４　　Ｅ　Ｃ　Ｌ　Ａ　分　類　表

ＥＣＬＡ 説　　　明

G01R13/00     Arrangements for displaying electric variables or waveforms (display
    by mechanical displacement only G01R5/00, G01R7/00, G01R9/00; recording
    frequency spectrum G01R23/18)

G01R13/02     .     for displaying measured electric variables in digital form ([N:
    using LCD's or LED's G01R13/40]; counters G06M; analogue/digital
    conversion in general H03M1/00) [C9506]

G01R13/02B    . .     [N: in numerical form] [N9905]

G01R13/02C    . .     [N: Circuits therefor] [N9905]

G01R13/02C2   . . .     [N: Controlling the intensity or colour of the display] [N9905]

G01R13/02C3   . . .     [N: for presentation of more than one variable] [N9905]

G01R13/02C4   . . .     [N: for inserting reference markers] [N9905]

G01R13/02C5   . . .     [N: for triggering, synchronisation] [N9905]

G01R13/02C5B  . . . .     [N: for non-recurrent functions, e.g. transients] [N9905]

G01R13/02C6   . . .     [N: for sampling] [N9905]

G01R13/02D    . .     [N: using electro-optic elements] [N9905]

G01R13/02E    . .     [N: Software therefor] [N9905]

G01R13/04     .     for producing permanent records

G01R13/06     . .     Modifications for recording transient disturbances e.g. by starting
    or accelerating a recording medium

G01R13/08     . .     Electromechanical recording systems using a mechanical
    direct-writing method

G01R13/10     . . .     with intermittent recording by representing the variable by the
    length of a stroke or by the position of a dot

G01R13/12     . .     Chemical recording, e.g. clydonographs (G01R13/14 takes precedence)

G01R13/14     . .     Recording on a light-sensitive material

G01R13/16     . .     Recording on a magnetic medium

G01R13/18     . . .     using boundary displacement

G01R13/20     .     Cathode-ray oscilloscopes; [N: Oscilloscopes using other screens
    than CRT's, e.g. LCD's; (control arrangements or circuits for
    cathode-ray tube indicators G09G1/00]; cathode ray tubes H01J31/00)
    [C9506]



ＥＣＬＡ 説　　　明

G01R13/20B    . .     [N: Non-electric appliances, e.g. scales, masks (luminescent screens
    for CRT provided with permanent marks or references H01J29/34; optical
    or photographic arrangements combined with CRT vessels H01J29/89)]

G01R13/20C    . .     [N: Using means for generating permanent registrations, e.g.
    photographs (optical or photographic arrangements combined with CRT
    vessel H01J 29/89)]

G01R13/20D    . .     [N: Arrangements for obtaining a 3- dimensional representation
    (stereoscopic T.V. H04N13/00)]

G01R13/20E    . .     [N: Arrangements for measuring with C.R. oscilloscopes, e.g.
    vectorscope]

G01R13/22     . .     Circuits therefor (circuits for generating pulses, e.g. saw-tooth
    waveforms H03K3/00)

G01R13/22B    . . .     [N: particularly adapted for storage oscilloscopes]

G01R13/24     . . .     Time-base deflection circuits

G01R13/24B    . . . .     [N: for generating more than one, not overlapping time-intervals
    on the screen]

G01R13/26     . . .     Circuits for controlling the intensity of the electron beam [N: or
    the colour of the display] (brilliance control H01J29/98) [C9506]

G01R13/28     . . .     Circuits for simultaneous or sequential presentation of more than
    one variable (electronic switches H03K17/00)

G01R13/30     . . .     Circuits for inserting reference markers, e.g. for timing, for
    calibrating, for frequency marking

G01R13/30B    . . . .     [N: for time marking]

G01R13/32     . . .     Circuits for displaying non-recurrent functions such as transients;
    Circuits for triggering; Circuits for sychronisation; Circuits for
    time-base expansion

G01R13/32B    . . . .     [N: for displaying non-recurrent functions such as transients]

G01R13/34     . . .     Circuits for representing a single waveform by sampling, e.g. for
    very high frequencies (sample and hold arrangements G11C27/02)

G01R13/34B    . . . .     [N: for displaying periodic H.F. signals (G01R13/34C takes
    precedence)]

G01R13/34C    . . . .     [N: for displaying sampled signals by using digital processors by
    intermediate A.D. and D.A. convertors (control circuits for CRT
    indicators)] [C9802]

G01R13/34D    . . . .     [N: using electro-optic elements]

G01R13/36     .     using length of glow discharge, e.g. glowlight oscilloscopes



ＥＣＬＡ 説　　　明

    (discharge tubes H01J)

G01R13/38     .     using the steady or oscillatory displacement of a light beam by an
    electromechanical measuring system (such measuring systems per se
    G01R5/00, G01R7/00, G01R9/00)

G01R13/40     .     using modulation of a light beam otherwise than by mechanical
    displacement, e.g. by Kerr effect [N: (visual indication of correct
    tuning H03J3/14)]

G01R13/40B    . .     [N: for continuous analogue display]

G01R13/40B2   . . .     [N: using active, i.e. light-emitting display devices, e.g.
    electroluminescent display (G01R13/36 and G01R13/42 take precedence)]

G01R13/40B3   . . .     [N: using passive display devices, e.g. liquid crystal display or
    Kerr effect display devices]

G01R13/40C    . .     [N: for discontinuous display, i.e. display of discrete values
    (analogue/digital conversion H03M1/00)]

G01R13/40C2   . . .     [N: using a plurality of active, i.e. light emitting, e.g.
    electro-luminescent elements, i.e. bar graphs]

G01R13/40C2B  . . . .     [N: representing measured value by a dot or a single line
    (G01R13/40C4 takes precedence]

G01R13/40C3   . . .     [N: using a plurality of passive display elements, e.g. liquid
    crystal or Kerr-effect display elements (G01R13/40C4 takes precedence)]

G01R13/40C4   . . .     [N: Two or three dimensional representation of measured values]

G01R13/42     .     Instruments using length of spark discharge e.g. by measuring
    maximum separation of electrodes to produce spark



 

２－１． 出願データ                        

 

第 1 図 ２Ｇ０２７への公開年別の出願数の推移 
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第 2 図 ２Ｇ０２７への審査請求数推移 
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 第 3 図 ２Ｇ０２７における出願年毎の出願件数上位１０社 

 

97 1998 1999 2000 2001 19

1 安藤電気株式会社 1 安藤電気株式会社 1 安藤電気株式会社 1 横河電機株式会社 1 横河電機株式会社 

2 横 機株式会社 2 横河電機株式会社 2 テクトロニクス・イン
コーポレイテッド 

2 テクトロニクス・イン
コーポレイテッド 

2 株式会社キーエンス河電

2 置電機株式会社 3 日置電機株式会社 3 横河電機株式会社 3 株式会社アドバンテスト 3 テクトロニクス・イン
コーポレイテッド 

日

4 株式会社日立国際電気 4 アジレント・テクノロ
ジーズ・インク 

4 日置電機株式会社 4 アジレント・テクノロ
ジーズ・インク 

4 岩崎通信機株式会社

5 アジ ント・テクノロ
ジーズ・インク 

5 岩崎通信機株式会社 5 アジレント・テクノロ
ジーズ・インク 

5 日置電機株式会社 5 レクロイ コーポレイ
ション 

レ

6 
テクトロニクス・インター
ナショ ル・セールス・
ゲーエムベーハー 

6 株式会社日立国際電気 6 株式会社日立国際電気 6 アンリツ株式会社 6 
アジレント・テクノロ
ジーズ・インク 

ナ

6 株式 社キーエンス 7 ソニー株式会社 7 アンリツ株式会社 6 岩崎通信機株式会社 7 株式会社アドバンテスト会

6 日本電気株式会社 7 株式会社アドバンテスト 7 株式 8 ハートランド・データ
株式会社 

7 日本電気株式会社 会社アドバンテスト

9 株式会社アドバンテスト 7 株式会社ウイニクス 7 日本電気株式会社 9 ＮＥＣパーソナルプ
ロダクツ株式会社 

9 ＮＥＣエンジニアリン
グ株式会社 

9 ク 7 松下電器産業株式会社 10 キヤノン株式会社 9 グラフテック株式会社 株式会社テラテッ  9 しんくろ株式会社 

9 株式会社東芝 7 日本電気株式会社 10 シャープ株式会社 9 株式会社キーエンス 9 キヤノン株式会社 

9 岩崎通信機株式会社   10 ソニー 社 9 株式会 製作所 9 シチズ 株式会社株式会 社島津 ンミヨタ

9 松下電器産業株式会社    10 フクダ電子株式会社 9 松下電器産業株式会社 9 ミヤチテクノス株式会社

9 日本電気ホームエレ
クトロニクス株式会社 

  10 レクロイ・エス・アー 9 独立行政法人情報
通信研究機構 

9 旭化成マイクロシス
テム株式会社 

    10 株式会社アドテック
システムサイエンス

ト9 日本電気株式会社 9 株式会社ジェイテク

    10 株式会社キーエンス  9 株式会社デンソー 

   10  9  株式会社リコー 株式会社日立国際電気

    10 岩崎通信機株式会社  9 政法人産業
技術総合研究所 
独立行

    10 三菱電機株式会社  9 日新電機株式会社 

    10 松下電器産業株式会社  9 日置電機株式会社 

     9 日本電信電話株式会社 

 

 

 

 

 



 

2002 2003 2004 2005 2006 

1 横河電機株式会社 1 横河電機株式会社 1 日置電機株式会社 1 横河電機株式会社 1 横河電機株式会社 

2 岩崎通信機株式会社 2 日置電機株式会社 
 

2 横河電機株式会社 2 日置電機株式会社 2 テクトロニクス・イン
コーポレイテッド

3 日置電機株式会社 本テクトロニクス
式会社 

3 日
株

3 日本テクトロニクス
株式会社 

3 アジレント・テクノロ
ジーズ・インク 

3 アジレント・テクノロ
ジーズ・インク 

4 レクロイ コーポレイ
ション 

クロイ コーポレイ
ション 

3 クトロニクス・イン
コーポレイテッド 

4 レ 4 アンリツ株式会社 テ 4 日置電機株式会社 

5 アジレント・テクノロ
・インク 

5 テクトロニクス・イン
イテッド 

5 レクロイ コーポレイ 5 アストロデザイン株
社 

5 
ジーズ コーポレ ション 式会

株式会社キーエンス

6 テクトロニクス・イン
ーポレイテッド 

6 アジレント・テクノロ
ーズ・インク 

テクトロニクス・イン 5 ンリツ株式会社 日本テクトロニクス
コ ジ

6
コーポレイテッド 

ア 5 
株式会社 

7 アンリツ株式会社 6 リーダー電子株式会社 6 5
ンターナショナル・

ビジネス・マシーン
・コーポレーション 

7 アンリツ株式会社 
株式会社エーディー
シー 

イ

ズ

7 日本テクトロニクス
株式会社 

6 松下電器産業株式会社 6 岩崎通信機株式会社 5 グラフテック株式会社 7 グラフテック株式会社

9 
ゼロプラス テクノロ
ジー コーポレッド 
リミテッド 

9 アンリツ株式会社 6 阪和電子工業株式会社 5
株式会社エヌエフ回
路設計ブロック 7 ソニー株式会社 

9 リーダー電子株式会社 9 ソニー株式会社 6 松下電器産業株式会社 5 株式会社神戸製鋼所 7 株式会社デンソー 

9 

ローデ ウント シュ

フト ミット ベシュレ

ニー コマンディット 
ゲゼルシャフト 

タケモトデンキ株式

ワルツ ゲゼルシャ

ンクテル ハフツン
グ ウント コンパ

9 
会社 

6 清水建設株式会社 5 船井電機株式会社 7 株式会社東芝 

9 安藤電気株式会社 9 メディカル 6 西野 光広 5   テンシス 
インコーポレイテッド

東日本旅客鉄道株式
会社 

9 株式会社シバソク 9 ファナック株式会社 6 富士ゼロックスエンジ 5 日東工業株式会社   
ニアリング株式会社

9 株式会社チノー 9 横浜ゴム株式会社 6 富士通テン株式会社 5 クトロニクス
株式会社 

  日本テ

9 株式会社村田製作所 9 株式会社エー・アン
ド・デイ 

6 富士通株式会社 5 日本ビクター株式会社   

9 三洋電機株式会社 9 株式会社トアック 5    富士ゼロックスエンジ
ニアリング株式会社 

9 日本原子力研究所 9 岩崎通信機株式会社  5 湘南島津 株式会社   

9 9 東日本電信電話株     富士通アクセス株式
会社 式会社 

9 富士通株式会社       

 

 

 

 



蓄積件数

13/00 ２３７/6149

A 液晶を用いた表示 ４４

B マトリックスパネル，発光素子，光を用いた表示 ５８

Z その他のもの １１５

13/02 １１９

13/04 １８９/371

A メモリへの記録 ５８

B 放電，溶断による記録；サージの記録 ３８

C 基準振幅，目盛の記録；レンジ切替え；記録命令信号の発生 １９

D 計量値の記録 １８

Z その他のもの ５４

13/06 ０

13/08 ６０

13/10 ０

13/12 ８

13/14 ６０

13/16 ５７

13/18 ０

13/20 ２７９５/5303

B 蓄積管を用いたもの ４０

E 目盛板 １１３

F プローブ １７７

G フード，つまみ，スイッチ ５７

H 陰極線管の構造；支持装置 １１５

J 波形の撮影，記録 １５６

K 超高周波オシロスコープ ３９

L メモリオシロスコープ ２３２

M ・メモリの書込制御，書込クロック周期の切替え，Ａ‐Ｄ変換器 ２７９

N ・トリガ回路，プリトリガ回路，書込信号の遅延回路，ジッタの除去 ２６１

P ・書込信号処理回路；レンジ切替回路，オフセット補償，雑音除去；校正 １７８

Q ・サンプリング期間の最大値，最小値を記憶するもの １１３

R ・メモリからの読出制御；表示回路；表示メモリを有するもの ３０９

S ・マーカ，カーソル，時間，トリガレベル，零レベル，番地の表示；時間間隔測定，電圧
測定を行うもの

２０２

T ・表示波形の連続化；表示位置の調整；基準波形の表示，基準波形との偏差の検出 ２２５

U ・拡大表示，圧縮表示，オーバースケールの表示 １５９

V ・ラスタ掃引，テレビ受像機による表示；記録器を有するもの；掃引回路 １７１

W ・水平軸信号，輝度信号をも記憶するもの；Ｘ‐Ｙ表示を行うもの ６０

X ・多現象の記憶，複数のメモリを有するもの；記憶回路の構成に特徴を有するもの １７０

Ｙ ・アナログメモリ，ＢＢＤ，シフトレジスタを用いたもの；遅延回路により循環記憶するもの ３９

Z その他のもの ３９９

２-２．　ＦＩ毎の蓄積件数

・・磁気材料に記録

・・・境界の変位を使用するもの

・陰極線オッシロスコープ（陰極線管Ｈ０１Ｊ３１／００）

電気的変量または波形の表示装置（機械的変位のみによる表示５／００，７／００，９／００；
周波数スペクトルの記録２３／１８）

・デジタル形で測定された電気的変量を表示するためのもの（計数器Ｇ０６Ｍ；アナログ／デ
ジタル変換一般Ｈ０３Ｍ１／００）

・永久的に記録するためのもの

Ｆ　　Ｉ

　　２Ｇ０２７のＦＩ毎の蓄積件数

調査日：27.08.2007

・・過渡じょう乱を記録するための変更，例．記録媒体を発進または加速することによるもの

・・機械的に直接書く方法をもつ電気機械的記録方式

・・・ストロークの長さまたは点の位置により変数を表示する間欠的記録をもつもの

・・化学的記録，例．クライドノグラフ（１３／１４が優先）

・・感光性材料に記録



蓄積件数Ｆ　　Ｉ

13/22 ７５７/3045

B 収差調節回路，回転誤差修正回路，フォーカス調整回路，偏向歪補正回路 ５０

C 垂直軸回路 １４

D ・垂直軸増幅器 ４１

E ・減衰器；ゲインの切替え；レンジの自動切替え ５９

F ・ドリフト補償，オフセット補償 ３８

G ・交流結合と直流結合の切替え；帯域幅の制限，切替え；入力回路 ４９

H ・遅延回路，極性反転回路；校正 ３３

J プログラマブルオシロスコープ；表示モード，レンジ等の選択及び選択値の表示 １１０

K 表示信号レベルの測定，表示；表示スポット位置の測定 ６０

L 文字の表示 ９７

M 電源回路，ヒータ部，偏向板駆動回路；カラーオシロスコープ；フォギング；校正 ５４

N ベクトルスコープ，Ｘ‐Ｙ表示，極座標表示，棒グラフ表示，立体表示 ７６

P ラスタ掃引による波形表示 ２７

Q テレビ受像機を用いたオシロスコープ ２５

Z その他のもの ９１

13/24 ２５７

A 鋸歯状波発生回路 ４８

B 掃引ゲート回路，ホールドオフ回路 ３３

C 掃引信号増幅器 １５

D オート掃引回路，単掃引回路 ３３

E 掃引レンジの自動切替え ３６

F 掃引レンジの切替え，掃引速度の表示，校正 ３３

G ジッタの除去 ２３

Z その他のもの ４２

13/26 １９４

A 輝度変調回路 ２４

B ブランキング回路，アンブランキング回路 ３１

C 輝度差の調整，輝度の均一化，周囲光による輝度の調整 ４１

D 掃引時間切替えによる輝度変動の補正 １８

E 蛍光面の焼損防止，明るさの表示 ３６

Z その他のもの ４６

13/28 ８４４

A 多現象オシロスコープ ８８

B ・多現象の切替え回路 ５４

C ・トリガ回路，掃引回路，ブランキング回路 ４６

D ・多現象の信号位置調整，表示順位の変更 ３５

E ・多現象のチャンネルの識別 ６０

F ・１チャンネルオシロスコープの多現象表示の為の補助回路，ラスタ掃引による多現
象表示

１８

G ・時間軸方向への多現象の時分割表示 １９

H ・トリガ信号の表示；Ｘ‐Ｙ表示，加算表示，減算表示をも行うもの １８

J ロジックアナライザ １１３

K ・プローブ；プローブの識別；遅延回路；入力信号の波形変換回路 ６４

L ・トリガ回路 １７０
M ・グリッチの検出 ３０

・・・時間軸偏向回路

・・・電子ビームの強さを制御するための回路（輝度調整Ｈ０１Ｊ２９／９８）

・・・２以上の変数の同時または連続的表示のための回路（電子スイッチＨ０３Ｋ１７／００）

・・そのための回路（パルスを発生させる回路，例．鋸歯状波，の発生Ｈ０３Ｋ３／００）



蓄積件数Ｆ　　Ｉ

N ・細部の観測；サンプルクロックの切替え；無効データ，時間データの記憶；波形変化
時のみの記憶

７２

P ・マーカ，カーソル，トリガ点，基準レベルの表示；検索；タイミング測定 ６７

Q ・各チャンネルの選択表示，配列変更；チャンネルの識別；アドレスマップの表示 ２４

R ・マップ表示，ステート表示，グラフ表示，アナログ表示；記録器への出力 ４２

S ・複数の論理信号の比較；入力信号の論理処理出力を記憶，表示するもの ３８

T ・表示素子アレイ，発光素子により表示するもの；ラスタスキャンにより表示するもの ３１

Z その他のもの ４

13/30 ３９２

B 目盛校正用マーカ ２８

D 時間マーカ，レベルマーカ，目盛の表示 ４６

E 接地レベルの表示 ２１

F 基準レベル，基準波形の表示 ４５

G 所望特性位置へのマーカの表示；掃引マーク，トリガレベルマークの表示 ３６

H 二つのマーカ間の電圧差，時間差を測定するもの；マーカ点の電圧，周波数を測定す
るもの

８２

J 周波数マーカ ３８

K ・周波数マーカ信号発生回路 ６５

Z その他のもの ５５

13/32 ５１９

A 過渡状態表示回路 ４２

D トリガ回路，同期回路 ５１

E ・オートトリガ回路；トリガレベルの自動調整 ４２

F ・基準レベルと比較するもの ２７

G ・トリガ極性の切替え；トリガ信号源の切替え；両極性でのトリガ検出 ２８

H ・トリガホールドオフ回路；単掃引トリガ回路 ２９

J ・ジッタ，表示のちらつきの防止 ２８

K ・モード選択回路；プリトリガ回路；トリガ信号の処理回路 ２３

L ・映像信号からの同期信号分離回路；電源信号によるトリガ ５４

M ・事象発生回数，パルス幅，パルス周期パターンによるトリガ；複数の信号の組合せに
よるトリガ

８３

N 時間軸拡大回路 １７

P ・遅延掃引回路 ２８

Q ・・二重遅延掃引回路 ８

R ・・遅延パルス発生回路 ２５

S ・・遅延拡大位置の表示；輝度差の調整 ２２

T ・水平時間軸レンジを変更するもの ３６

W ・垂直軸レンジを変更するもの；垂直軸位置の調整 ２２

Z その他のもの ３

13/34 ３８８

A サンプリングパルス発生回路 １２８
B ・被測定信号との同期，ジッタの除去 ３１
C サンプリングゲート回路，伸長回路 １１７
D 単発現象の観測，拡大観測 ２６
E 演算回路，補正回路を有するもの；瞬時電圧を測定するもの；ノイズの除去 ３９
Z その他のもの ７２

・・・過渡状態のような非反覆的関数を表示する回路；トリガー回路；同期回路；時間軸拡大
回路

・・・サンプリングにより単一の波形を表現する回路，例．超高周波に対するもの（抽出―保
持装置Ｇ１１Ｃ２７／０２）

・・・基準マーカを挿入するための回路，例．時間基準用，目盛の較正用，周波数の目盛づ
け用



蓄積件数Ｆ　　Ｉ

13/36 １

13/38 １８２

A 振動子，光偏向素子 ３９

B 振動子取付部，マグネットブロック ２２

C マルチチャンネル電磁オシロスコープ １９

D 光学系，光源，二重露光装置 ２３

E 紙送り装置，記録紙処理装置 １１

F マーカ，時刻信号の記録；オーバースケール分の記録 １５

G 制御回路，駆動回路；信号処理回路 ２０

Z その他のもの ２６

13/40 ７６

13/42 ９

・機械的変位による以外に光ビームの変調を利用するもの，例．カー効果によるもの

・スパークの長さを利用する計器，例．スパークを起こす最大の電極間距離を測定するもの

・グロー放電の長さを用いるもの，例．グロー・オシロスロープ（放電管Ｈ０１Ｊ）

・電気機械測定系による光ビームの一定変位または振動変位を使用するもの（そのような測
定機構それ自体５／００，７／００，９／００）

                                           注１：調査日：平成１９年８月２７日
                                           注２：このテーマ分野の総蓄積件数は６１４９件
                                           注３：蓄積件数欄の、/の右側の数は下位ＦＩを含む蓄積数。




